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１ 数理生命科学プログラム・数理分子生命理学専攻 

 

1-1 プログラム・専攻の理念と目標 

数⌮⏕命⛉学プログラム・数⌮分子⏕命⌮学専攻では㸪⏕命⛉学と数⌮⛉学の⼥合ⓗ◊✲教⫱

を推㐍することを┠標として掲げている。」㞧な⮬↛⌧㇟㸪≉に⏕命体における一㐃の≀㉁情報

交換システムなどを含む」㞧⣔の⌧㇟に↔Ⅼを当て㸪⌮学ㅖ分㔝との協力のもとにその⣔⤫ⓗゎ

析を⾜う。これによって得られる⌧㇟の数⌮ⓗㄆ㆑を数⌮⛉学ⓗモデルとして定式化し㸪数値シ

ミュレーションἲや新しいデータ㞟✚・ゎ析ἲを㐺⏝して㸪ㄽ⌮ⓗ・⤫合ⓗに◊✲を体⣔化して㸪

⏕命⌧㇟や⮬↛⌧㇟を支㓄する基本ἲ則をゎ明していくことを┠指す。このような学問㡿域は㸪

今後㣕㌍ⓗに㔜せ性が増す分㔝であり㸪本プログラム・専攻の存在は基♏⛉学のⓎ展に大きく㈉

⊩するとともに㸪単なる学問上の意⩏だけにṆまらず㸪新しい♫会のニーズにも応えていくもの

である。 

 

1-2 プログラム・専攻の組織と運営 

【１】数理生命科学プログラム・数理分子生命理学専攻の組織 

 数⌮⏕命⛉学プログラム・数⌮分子⏕命⌮学専攻の概せ 

数⌮分子⏕命⌮学専攻は㸪⏕命⌧㇟に↔Ⅼを当て㸪⏕命⛉学・分子化学・数⌮⛉学の⼥合によ

る新しい学問㡿域の創成と教⫱を┠ⓗとして平成11年4月に全国に先㥑けてタ⨨された。平成31年

4月に⤫合⏕命⛉学◊✲⛉が創タされ㸪数⌮⏕命⛉学プログラムとして更に幅広い⏕命⛉学ㅖ分㔝

と㐃携することでその教⫱ㄢ⛬をⓎ展させている。本プログラム・専攻は⏕≀⣔㸪化学⣔の実㦂

グループと数⌮⣔の⌮ㄽグループから構成され㸪⏕命⌧㇟に対し分子㸪⣽⬊㸪個体のそれぞれの

レベルでの多ゅⓗな実㦂ⓗ◊✲と㸪ィ⟬機シミュレーションや⌮ㄽⓗ◊✲によって㸪⏕命⌧㇟とそ

の㛵㐃分㔝を多㠃ⓗかつ⤫合ⓗにゎ明していくことを┠標にしている。 

本プログラム・専攻は⏕≀⣔と化学⣔の◊✲グループが属する「⏕命⌮学ㅮ座」と数⌮⣔◊✲

グループが属する「数⌮ィ⟬⌮学ㅮ座」の二つの基幹大ㅮ座からなる。本プログラムは幅広い分

㔝からの学⏕募㞟をするので㸪入学する学⏕は㸪数学㸪≀⌮学㸪化学㸪⏕≀学㸪⸆学㸪㎰ⱁ化学な

ど様々な分㔝で学㒊教⫱を受けた⪅であり㸪⏕命⌧㇟のゎ明に対してもそれぞれ␗なるどⅬや◊

✲方ἲを持っている。そこで㸪博士ㄢ⛬前期では㸪学⏕が⏕命⛉学のㅖ問㢟や学㝿◊✲の㔜せ性

をㄆ㆑するために㸪⏕命⛉学と数⌮⛉学に共㏻する入㛛ㅮ⩏㸪ついで㸪分子⏕≀学㸪化学㸪数⌮

⛉学の基♏を体⣔ⓗに⦅成した専㛛基♏ㅮ⩏㸪さらに各◊✲グループによる先➃ⓗな専㛛ㅮ⩏を

ẁ㝵ⓗに⾜う。また㸪学⏕に入学当初から各◊✲グループの➨一⥺の◊✲ά動に加わってもらう

ことによって新しい◊✲㡿域への⌮ゎと⯆味を促す。これによって㸪㧗い専㛛▱㆑のみならず㸪

多分㔝の▱㆑の⤌み合わせやどⅬをかえてⓎ展させる⬟力の⫱成を図る。博士ㄢ⛬後期では㸪多

㠃ⓗなどⅬから創㐀ⓗな◊✲ά動が⾜えるように㓄慮し㸪⊂❧した◊✲⪅としてこの新しい分㔝

のⓎ展を担うことのできる人材や㸪㧗度な♫会ⓗニーズに応えることのできる創㐀力のある人材

の⫱成を┠指す。 

本プログラム・専攻の┠ⓗの一つは㸪⏕命を⤫合ⓗに◊✲していくと同時に㸪㛵係するいろい

ろな⪃え方や方ἲㄽを㌟に付けたⱝい人材を⫱てることである。⏕命に対して㸪広いど㔝を持っ

て挑戦しようという意ḧのある学⏕ㅖ君の入学を期待する。 
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 数⌮⏕命⛉学プログラム・数⌮分子⏕命⌮学専攻概念図 

 

 

 数⌮⏕命⛉学プログラム・数⌮分子⏕命⌮学専攻の⤌⧊ 

【⏕命⌮学ㅮ座】 

⏕≀は㸪㑇伝情報に基づき形成され㸪さらに⎔境の変化や⣽⬊内の≧ἣに応じて⏕存していく

ために情報を処⌮し㸪それに基づいて≀㉁を⏕合成・代ㅰする⢭⦓な機構を備えている。本ㅮ座

は㸪⏕≀⣔と化学⣔のグループから成り㸪⏕命⌧㇟の基┙となる⏕体分子の構㐀機⬟┦㛵のゎ明㸪

さらに⏕体分子が㝵層ⓗな㞟合体を形成することにより極めて効⋡よく⾜われる⣽⬊情報のⓎ⌧

と伝㐩㸪≀㉁変換と㍺㏦㸪形㉁形成㸪⎔境応⟅などの◊✲や㛵㐃した分㔝の◊✲を⾜っている。 

【数⌮ィ⟬⌮学ㅮ座】 

⏕命⌧㇟などの」㞧な⮬↛⌧㇟を㸪῝いὝ察とㄆ㆑をもって数⌮モデルとして⾲⌧し㸪これら

を⏝いて数値シミュレーションを⾜う。得られる⤖果を体⣔ⓗにゎ析して新しい⌮ㄽⓗ▱ぢを✚

み㔜ねることにより㸪⌧㇟の数⌮構㐀と基本ἲ則をぢ出してその⌮ゎを῝めることを┠指す。こ

のために㸪⌧㇟ゎ析に対して多ゅⓗ・⤫合ⓗ接㏆ἲを⏝いる新しい⛉学ⓗ◊✲の枠⤌みを提♧す

る。上グのような営みから抽出された῝い数⌮構㐀への⌮ゎを┠指す㐣⛬から㸪フィードバック㸪

または㸪インスパイアされた⤫一ⓗな問㢟を⪃察し㸪新たなゎ析学ⓗ定⌮をぢ出したり㸪新たな

数学ゎ析ⓗな⌮ㄽを構⠏することをもその射⛬とする。 
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【２】数理生命科学プログラム・数理分子生命理学専攻の運営 

数⌮⏕命⛉学プログラム・数⌮分子⏕命⌮学専攻の㐠営は㸪数⌮⏕命⛉学プログラム㛗・数⌮

分子⏕命⌮学専攻㛗を中心にして⾜われている。 

  令和4年度数⌮⏕命⛉学プログラム㛗・数⌮分子⏕命⌮学専攻㛗   山本 卓 

 

また㸪数⌮⏕命⛉学プログラム・数⌮分子⏕命⌮学専攻の円⁥な㐠営のために各✀委員会➼が

ά動している。令和4年度の各✀委員会の委員一ぴを次にあげる。 

 

・数⌮⏕命⛉学プログラム・数⌮分子⏕命⌮学専攻内の各✀委員会 

委 員 会 名 令 和 4 年 度 

三⣔代⾲⪅会㆟ 楯㸪山本㸪本⏣  

就⫋担当 Ἠ(9月㎾)
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広報委員㸦2年任期㸧 ⢖ὠ 

学務委員㸦2年任期㸧 ∦柳 

入ヨ委員㸦2年任期㸧 坂本㸦尚㸧 

㞀害学⏕支援委員㸦1年任期㸧 中坪 

 

1-2-1 教職員 

数⌮⏕命⛉学プログラム・数⌮分子⏕命⌮学専攻は㸪数⌮ィ⟬⌮学ㅮ座と⏕命⌮学ㅮ座の二大

ㅮ座で構成されており㸪各ㅮ座内でいくつかの◊✲グループが形成されている。令和4年度の構成

員は以下の㏻りである。 

 

㸺数⌮ィ⟬⌮学ㅮ座㸼 

 㠀⥺形数⌮学◊✲グループ 㸸坂元国望㸦教授㸧㸪大す 勇㸦准教授㸧  

 ⌧㇟数⌮学◊✲グループ  㸸⢖ὠ暁⣖㸦准教授㸧㸪⸨井㞞史㸦助教㸧 

 ⏕命ὶ体数⌮学◊✲グループ㸸㣤㛫 信㸦教授㸧 

 データ㥑動⏕≀学グループ 㸸本⏣┤樹㸦教授㸧㸪山⏣恭史㸦助教㸧  

 ィ⟬⏕命数⌮学◊✲グループ㸸斉⸨ ⛱㸦准教授㸧
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ーク⏕≀学」 

 

1-2-2 教員の異動 

令和4年度 

令和 4年 4月 1日 斉⸨ ⛱㸦ィ⟬⏕命数⌮学 准教授㸧╔任 

令和 4年10月 1日 Tiwari Sandhya Premnath㸦分子⏕≀学 助教㸧␗動 

令和 4年12月 1日 山下 博士㸦⏕命ὶ体数⌮学 ≉任助教㸧╔任 

令和 4年12月 1日 ὠ⏣ 㞞㈗㸦㑇伝子化学 助教㸧␗動 

令和 5年 2月28日 ⴠ合 博㸦九州大学⏕体制御医学◊✲所 教授㸧␗動 

令和 5年 3月31日 坂元 国望㸦㠀⥺形⏕命数⌮学 教授㸧定年㏥⫋ 

 

 

1-3 プログラム・専攻の大学院教育 

1-3-1 大学院教育の目標とアドミッション・ポリシー 

【㸯】教⫱┠標 

数⌮⏕命⛉学プログラム・数⌮分子⏕命⌮学専攻は㸪」㞧⣔の典型である⏕命⌧㇟に↔Ⅼをあ

て㸪⏕命⛉学と数⌮⛉学の⼥合による新しい◊✲㡿域の創成を┠ⓗとしてタ⨨された。本プログ

ラム・専攻は㸪⏕≀⣔・化学⣔の実㦂グループと数⌮⣔の⌮ㄽグループから構成され㸪⏕命⌧㇟

に対して分子・⣽⬊・固体のそれぞれのレベルでの実㦂ⓗ◊✲を⾜うとともに㸪ィ⟬機シミュレ

ーションや⌮ㄽⓗ◊✲によって㸪⏕命⌧㇟を支㓄する基本ἲ則を⤫合ⓗにゎ明していくことを┠

標にしている。このように学㝿ⓗな≉Ⰽを持つ本プログラム・専攻では㸪教⫱┠標として㸪≉に

次の㡯┠に␃意している。
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1-3-2 大学院教育の成果とその検証 

・令和4年度数⌮⏕命⛉学プログラム・数⌮分子⏕命⌮学専攻在⡠学⏕数 

 博士ㄢ⛬前期 博士ㄢ⛬後期 

令和4年度 38㸦11㸧〔0㸦0㸧〕〈0㸦0㸧〉 19㸦5㸧〔3㸦2㸧〕〈5㸦0㸧〉 

                        㸦 㸧内は女子で内数 

                        〔 〕内は国㈝␃学⏕数で内数 

                        〈 〉内は♫会人学⏕数で内数 

・令和4年度のチューター 

 博士ㄢ⛬前期 博士ㄢ⛬後期 

令和4年度⏕ 山本㸪㧗橋 山本㸪㧗橋 
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・令和4年度授業科目履修表

数理生命科学プログラム　（博士課程前期）

統合生命科学特別講義 1 2 田中,粟津

生命科学研究法 1 2 和崎,藤井,千原,鈴木,坂本,廣田,北村,橋本,川井,大村,ヴィレヌーヴ

数理計算理学概論 1 2 粟津

生命理学概論 1 2
坂本,松尾,島田,杉,津Љ�Ç�•
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・令和4年度開講授業科目

数理生命科学プログラム　（博士課程前期）

統合生命科学特別講義 ライフサイエンス

生命科学研究法 研究倫理、論文検索、実験デザイン、生物統計

数理計算理学概論 分子・細胞の生物物理学的考察、計算科学（特に生命科学分野）の基礎

生命理学概論 生命現象，現象論，分子論

数理生命科学特別研究 論文精読、論文執筆、ディスカッション、学会発表

Hiroshimaから世界平和を考える 原爆、構造的暴力、積極的平和、平和構築、持続可能な開発

Japanese Experience of Social Development-

Economy, Infrastructure, and Peace

Japanese Experience of Human Development-Culture,

Education, and Health

SDGsへの学問的アプローチＡ SDGs、学問的アプローチ

SDGsへの学問的アプローチＢ
平和、気候変動、防災、持続可能なエネルギー、環境、経済成長、雇用、強靭（レジリエント）なイ

ンフラ、生物資源、地方自治体

ダイバーシティの理解 SDGs、ダイバーシティ、インクルージョン、ジェンダー、教育、セクシュアリティ―、多文化、障がい

SDGsへの実践的アプローチ SDGｓ、学校におけるSDGｓ教育、ユネスコスクール

データリテラシー 統計的推論，機械学習，R 

医療情報リテラシー
ビッグデータ、ゲノム情報、医学研究、臨床研究、医療情報処理、情報セキュリティ、倫理、個人情

報保護

MOT入門 効率、損益分岐点分析、モティベーション、品質管理、経営戦略 

アントレプレナーシップ概論 キャリア、アントレプレナーシップ、起業、ベンチャー、イノベーション、チームワーク

人文社会系キャリアマネジメント SDG_08、SDG_17、キャリアマネジメト、キャリア理論、社会人基礎力

理工系キャリアマネジメント コミュニケーション，対話，プレゼンテーション，傾聴，ファシリテーション

ストレスマネジメント 行動科学，ストレス，ストレスマネジメント，メンタルヘルス，マインドフルネス，認知行動療法

情報セキュリティ セキュリティ基礎、セキュリティ技術、セキュリティ対策、セキュリティ管理

生命科学社会実装論 生命科学，社会実装，技術移転，起業 

科学技術英語表現法 研究発表、スライド作成、ポスター作成、英語プレゼンテーション

コミュニケーション能力開発 ディベート，コミュニケーション能力，キャリア開発

海外学術活動演習

プログラム共同セミナーＡ
生物工学、食品生命科学、生物資源科学、生命環境総合科学、基礎生物学、数理生命科学、生命医科

学

数理計算理学特別演習Ａ

数理計算理学特別演習Ｂ

生命理学特別演習Ａ 生体高分子構造，機能，動的構造特性

生命理学特別演習Ｂ 分子生物物理学に関する課題研究

数理モデリングＡ

数理モデリングＢ

数理モデリングＣ 非線形・非平衡系、数理モデリング

数理モデリングＤ 数理科学としての数理解析 

計算数理科学Ａ

計算数理科学Ｂ 半線形偏微分方程式、反応拡散系、パターン形成、安定性と不安定化

数理生物学

応用数理学Ａ 振動子、同期現象 

応用数理学Ｂ 流体力学、非線形現象、生物の運動

大規模計算・データ科学
計算科学，データ科学，HPC，並列計算，プログラミング，統計，機械学習，バイオインフォマティ
クス

分子遺伝学 遺伝子、ゲノム、転写、翻訳

分子形質発現学Ａ

分子形質発現学Ｂ 光合成，ストレス応答，ストレス耐性，遺伝子機能，植物生理，植物遺伝子操作，分子育種 

遺伝子化学 DNA損傷，修復，研究法

分子生物物理学 生物物理学; 細胞；生体分子；計測分析；計算器シミュレーション

プロテオミクス 構造プロテオミクス，蛋白質Ｘ線結晶学，回折法，分光法

プロテオミクス実験法・同実習 ..

生物化学Ａ

生物化学Ｂ
代謝，同化・異化，解糖系，TCAサイクル，脂質生合成，２次代謝，メバロン酸経路と非メバロン酸
経路

自己組織化学Ａ

自己組織化学Ｂ 磁気科学，環境因子，電磁波，磁場，重力場，磁場効果，光化学，生体と磁場，重力制御

数理生命科学特別講義Ａ タンパク質，立体構造，安定性，凝集，疾患

数理生命科学特別講義Ｂ

数理生命科学特別講義Ｃ バイオインフォマティクス・ネットワーク生物学

数理生命科学特別講義Ｄ

数理計算理学特論Ａ

数理計算理学特論Ｂ

数理計算理学特論Ｃ 文献講読

数理計算理学特論Ｄ 文献講読

生命理学特論Ａ

生命理学特論Ｂ

生命理学特論Ｃ 生体高分子構造，機能，動的構造特性

生命理学特論Ｄ 生体高分子構造，機能，動的構造特性
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続

可

能

な

発

展

科

目

キ

ャ

リ

ア

開

発

・

デ

ー

タ

リ

テ

ラ

シ

ー

科

目

研 究 科

共 通 科 目

プ

ロ

グ

ラ

ム

専

門

科

目

科目区分 授業科目の名称
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・令和 4 年度授業科目履修表

数理生命科学プログラム　（博士課程後期）

必

修

科

目

統合生命科学特別研究 1～3 12
中田　聡,藤原　好恒,藤原　昌夫,山本,楯,飯間,粟

津,泉,坂本（敦）,本田

スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 1・2・3 1
小池　一彦,岩本　洋子,柳本　大地,小原　静夏,若

林　香織,null ,吉田,岡,服部

SDGsの観点から見た地域開発セミナー 1・2・3 1 細野　賢治,戴　容秦思,長命　洋佑

普遍的平和を目指して 1・2・3 1
友次,山根,VAN DER DOES LULI,保田,隈元,掛江,友

次,中坪,川野,STYCZEK URSZULA MARIA

事業創造概論 1・2・3 1 牧野

データサイエンス 1・2・3 2 柳原,SOLVANG 比呂子 ,赤瀬

パターン認識と機械学習 1・2・3 2 伊森,赤瀬

データサイエンティスト養成 1・2・3 1 塩崎　潤一,三須　敏幸

医療情報リテラシー活用 1・2・3 1 田中,阿部,吉村,三原,三木,久保,大上

リーダーシップ手法 1・2・3 1 三須,原山

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント 1・2・3 1 三須,吉野

イノベーション演習 1・2・3 2 牧野

長期インターンシップ 1・2・3 2 三須,吉野　宏志

生命科学研究計画法 1 2
加藤　亜記,坊農　秀雅,生谷　尚士,佐藤　明子,三

浦　郁夫,泉　俊輔,田島　誉久,大村　尚,栗田　朋

和

海外学術研究 1・2・3 2 飯間

生命科学キャリアデザイン開発 1 2
西堀　正英,濱生　こずえ,和崎　淳,河本　正次,坂

本　敦

生物・生命系長期インターンシップ 1・2・3 2 飯間

プログラム共同セミナーＢ 1・2・3 2 飯間

数理生命科学特別講義Ｅ 1・2・3 1 茶谷　絵理,楯　真一

数理生命科学特別講義Ｆ 1・2・3 1 柚木　克之,藤井　雅史

数理生命科学特別講義Ｇ 1・2・3 1 竹本　和広,本田　直樹

数理生命科学特別講義Ｈ 1・2・3 1 堤　も絵,中田　聡

担当教員

プ ロ グ ラ ム

専 門 科 目

単位数

選

択

必

修

科

目

大

学

院

共

通

科

目

持 続 可 能 な

発 展 科 目

キ
ャ

リ

ア

開

発

・

デ
ー

タ

リ

テ

ラ

シ
ー

科

目

研究科

共通科目

プ ロ グ ラ ム

専 門 科 目

科目区分 授業科目の名称 配当年次
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・令和 4 年度開講授業科目

数理生命科学プログラム　（博士課程後期）

必

修

科

目

統合生命科学特別研究 非線形科学、時空間パターン、非平衡系、振動反応

スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 持続可能な開発目標、SDGs、ブレーンストーミング、アイディアマイニング、デザイン思考、ディスカッション

SDGsの観点から見た地域開発セミナー SDG's、農村、コミュニティ、集落再生、6次産業化

普遍的平和を目指して
SDGs, 原爆、構造的暴力、積極的平和、平和構築、持続可能な開発、核廃絶、生

物多様性、国際連合

事業創造概論 イノベーション　アントレプレナーシップ　スタートアップ　経営　ビジネス

データサイエンス R，データの読み込み・加工，データの視覚化，データ解析

パターン認識と機械学習 パターン認識，機械学習，統計学，R，SDG_04

データサイエンティスト養成 PBL，データサイエンス，データ分析，マーケティング分析

医療情報リテラシー活用 ビッグデータ、ゲノム情報、医学研究、臨床研究、医療情報処理、情報セキュリティ、倫理、個人情報保護

リーダーシップ手法 リーダーシップ、スキル、コンピテンシー、コミュニケーション、キャリア

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント キャリア、研究開発、イノベーション、企業、人財

イノベーション演習 イノベーション、融合、企業、ＰＢＬ

長期インターンシップ インターンシップ、スキル、キャリア開発

生命科学研究計画法 研究計画、研究討論、学際研究

海外学術研究 英語、コミュニケーション能力、国際的ネットワーク

生命科学キャリアデザイン開発 キャリア、ディベート、学際性、生命科学

生物・生命系長期インターンシップ

プログラム共同セミナーＢ
生物工学、食品生命科学、生物資源科学、生命環境総合科学、基礎生物学、数理

生命科学、生命医科学

数理生命科学特別講義Ｅ タンパク質，立体構造，安定性，凝集，疾患

数理生命科学特別講義Ｆ

数理生命科学特別講義Ｇ バイオインフォマティクス・ネットワーク生物学

数理生命科学特別講義Ｈ

科目区分 授業科目の名称 授業キーワード

プ ロ グ ラ ム

専 門 科 目

選

択

必

修

科

目

大

学

院

共

通

科

目

持 続 可 能 な

発 展 科 目

キ
ャ

リ

ア

開

発

・

デ
ー

タ

リ

テ

ラ

シ
ー

科

目

研究科

共通科目

プ ロ グ ラ ム

専 門 科 目
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・各◊✲グループの在⡠学⏕数 

令和4年度 

◊✲グループ名 M1 M2 D1 D2 D3 D㸩 

数⌮ィ⟬⌮学ㅮ座 4 6 1 4 0 2 

  㠀⥺形数⌮学 0 0 0 0 0 2 

  ⌧㇟数⌮学 1 6 0 2 0 0 

  ⏕命ὶ体数⌮学 0 0 0 1 0 0 

  データ㥑動⏕≀学 3 0 1 1 0 0 

  ィ⟬⏕命数⌮学 0 0 0 0 0 0 

⏕命⌮学ㅮ座 15 13 5 2 0 5 

  分子⏕≀≀⌮学 4 4 0 0 0 2 

  ⮬己⤌⧊化学 2 4 2 0 0 1 

  ⏕≀化学 3 0 1 0 0 0 

  分子㑇伝学 5 3 1 2 0 2 

  分子形㉁Ⓨ⌧学 1 2 1 0 0 0 

  㑇伝子化学 0 0 0 0 0 0 

ィ 19 19 6 6 0 7 

 

・博士ㄢ⛬修了⪅の㐍㊰           㸦修了年の5月1日⌧在㸧 

修了⪅⥲数 

就  ⫋  ⪅ 左グ以外 

◊

✲

⪅ 

情
報
処
⌮
技
⾡
⪅ 

そ
の
他
技
⾡
⪅ 

教

員 

事
務
・
そ
の
他 

公

務

員 

小

ィ 

㐍

学 

そ

の

他 

令和 

4年度 
18 0 4 4 1 3 0 12 3 3 

 

1-3-3 大学院生の国内学会発表実績 

 博士ㄢ⛬前期の学⏕が共同◊✲⪅のⓎ⾲件数    15件 

 博士ㄢ⛬後期の学⏕が共同◊✲⪅のⓎ⾲件数     15件 

 博士ㄢ⛬前期・後期の学⏕が共に共同Ⓨ⾲した件数  0件 

 

1-3-4 大学院生の国際学会発表実績 

 博士ㄢ⛬前期の学⏕が共同◊✲⪅のⓎ⾲件数     5件 

 博士ㄢ⛬後期の学⏕が共同◊✲⪅のⓎ⾲件数      9件 

 博士ㄢ⛬前期・後期の学⏕が共に共同Ⓨ⾲した件数  0件
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1-3-5 修士論文発表実績  

・令和4年度修士学位授与 

 Ⓨ⾲⪅ ㄽ文㢟┠ 指導教員名をグす。 

令和4年度 

Ụ島 佳Ṍ 塩基と反応するクマリンㄏ導体円板の⮬己㥑動㐠動 中⏣ ⪽ 

ⱝ尾 ┿吾 核スペックルの構㐀形成・動態のシミュレーション ⢖ὠ暁⣖ 

⡿倉 ΅ 
微⣽⸴㢮Nannochloropsisにおける新つ㑇伝子ノックイン技⾡

の㛤Ⓨ 
山本 卓 

四元 まい 匂い分子✀に≉␗ⓗなリン⬡㉁分子⭷の応⟅ 中⏣ ⪽ 

安⏣ 勝成 ⌫体上でⓎ⏕する化学㐍⾜Ἴと㞄接する基板の効果 中⏣ ⪽ 

橋下 大ᾏ 2✀の⮬己㥑動有機ᾮ⁲の⼥合に㛵する◊✲ 中⏣ ⪽ 

岡⏣ 㞞つ ΰ㞧下での分子の構㐀変化を⪃慮した反応拡散モデル ⸨井㞞史 

➉内 優太 植≀に保存されたALNS㑅択ⓗスプライシング⏘≀の機⬟ゎ析 坂本 敦 

多根 奈ὠ⨾ 
ストレス㢛⢏タンパク㉁TIA-1のドロップレット形成機構のゎ

明 
楯 ┿一 

ⓙ⸨ ┤⣖ 
ユーグレナでのゲノム⦅㞟ツールを⏝いた㑇伝子改変システ

ムの構⠏ 
山本 卓 

⏣中 慶太 
パーキンソン⑓㛵㐃⺮ⓑ㉁シンフィリン-1 構㐀フラグメント

の⤖晶化条件の☜❧ 
∦柳克夫 

森 功佑 2✀⣽⬊㛫の境⏺パターン形成の動態モデル構⠏と定㔞ゎ析 ⸨井㞞史 

中す 大斗 
✵㛫ⓗ局所┦互作⏝を伴う動ⓗ可塑ⓗ⤖合力学⣔の⮬Ⓨⓗネ

ットワーク構㐀形成 
⢖ὠ暁⣖ 

中川 春㢼 
エンハンサー/プロモーター㛫のDNA≉性が㌿写ά性化に及ぼ

す影㡪 
坂本尚昭 
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木村 仁⨾ ストレス㢛⢏形成機構のin vitro/in vivo併⏝ゎ析 楯 ┿一 

す本 ⩧太 
␗常な⣽⬊を含む⣽⬊を含む⣽⬊㞟団における⣽⬊➇合の力

学シミュレーション 
⸨井㞞史 

山本 ⍛⣧ 微⣽⸴㢮におけるJNKの⏕⌮機⬟に㛵する◊✲ 坂本 敦 

 

 

1-3-6 博士学位 

 授与年月日を〔 〕内にグす。 

・令和4年度学位授与 

平㈡ 㝯寛〔令和4年10月25日〕㸦⏥㸧 

 コウモリの⪥介㐠動を伴うエコーロケーションにおける3次元定位の数⌮ⓗゎ析 

主査㸸坂元 国望 教授 

副査㸸本⏣ ┤樹 教授㸪㣤㛫 信 教授㸪中⏣ ⪽ 教授㸪内⸨ 㞝基 教授㸪小林 亮 名㄃教授 
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1-3-7 ＴＡの実績 

【㸯】ティーチング・アシスタント 

令和4年度のTA 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-3-8 大学院教育の国際化 

数⌮⏕命⛉学プログラム・数⌮分子⏕命⌮学専攻では㸪国内外の外㒊ㅮ師によるㅮ₇を✚極ⓗ

に取り入れている。また㸪様々な国㝿共同◊✲が⾜われており㸪学⏕の国㝿学会への参加やᾏ外

への▷期␃学も⾜われている。 

 

 

  

Ặ 名 所属◊✲グループ 学年 

小本 哲史 ⌧㇟数⌮学 D2 

中す 大斗 ⌧㇟数⌮学 M2 

ⱝ尾 ┿吾 ⌧㇟数⌮学 M2 

森 功佑 ⌧㇟数⌮学 M2 

す 健太㑻 データ㥑動⏕≀学 M1 

ⱝ本 ⎔希 データ㥑動⏕≀学 M1 

四元 まい ⮬己⤌⧊化学 M2 

➉内 優太 分子形㉁Ⓨ⌧学 M2 

SONG YUTONG 分子形㉁Ⓨ⌧学 D1 

新㇂ 学文※ 分子㑇伝学 D1 

Ọ尾 昌史※ 分子㑇伝学 D1 

岩坂 凪⣪ 分子形㉁Ⓨ⌧学 M1 

山本 ⍛⣧ 分子形㉁Ⓨ⌧学 M2 

中川 春㢼 分子㑇伝学 M2 

⡿倉 ΅ 分子㑇伝学 M2 

ⓙ⸨ ┤⣖ 分子㑇伝学 M2 

※⏕命医⛉学プログラムの学⏕ 

★⌮学㒊の学⏕ 
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1-4 プログラム・専攻の研究活動 

1-4-1 研究活動の概要 

・ㅮ₇会・セミナー➼の㛤催実⦼ 

 令和4年度 … 7件 

 

・数⌮⏕命⛉学プログラム主催のㅮ₇会・セミナー 

➨㸯回 2月 1日(ⅆ) 13:00-14:00 オンライン   ⛅山 ṇ和 准教授㸦富山大学㸧 

➨㸰回 2月22日(ⅆ) 16:00-17:00 オンライン   七✀ 和⨾ 主任◊✲員㸦⏘⥲◊㸧 

➨㸱回 3月 4日(㔠) 15:00-16:00 対㠃予定    岩本┿⿱子 准教授㸦同志♫大学㸧 

㸺➨㸲回 4月7日(木) 16:00-17:00 オンライン   Ώ㎶俊介 ポスドク㸦Montpellier㸧㸼 

 

・学⾡団体➼からの受㈹実⦼ 

⸨原好恒㸸日本☢Ẽ⛉学会➨11回 優⚽学⾡㈹ 

⸨原昌夫㸸日本☢Ẽ⛉学会➨11回 優⚽学⾡㈹ 

栗⏣朋和㸸日本ゲノム⦅㞟学会➨7回大会 ポスドク・◊✲員の㒊 優⚽ポスター㈹ 

 

・学⏕の受㈹実⦼ 

四元まい㸸➨73回コロイドおよび⏺㠃化学ウㄽ会 ⱝ手口㢌ㅮ₇㈹ 

⸨⏣⌮Ἃ㸸➨73回コロイドおよび⏺㠃化学ウㄽ会 ⱝ手口㢌ㅮ₇㈹ 

四元まい㸸日本化学会中国四国支㒊 支㒊㛗㈹ 

久保寺⿱㐍㸸The 13th Taiwan-Japan Joint Workshop for Young Scholars in Applied Mathematics  

Excellent Research Award 

 

・⏘学官㐃携実⦼ 

令和4年度 … 12件 

 

・国㝿共同◊✲・国㝿会㆟㛤催実⦼ 

令和4年度 … 5件 

㣤㛫 信㸸㸦代⾲㸧One-day workshop on the cellular level ethological dynamics towards “proto-

intelligence”, 京㒔大学┈川ホール㸦オンラインとのハイブリッド㛤催㸧, 2022年10月

29日 

㣤㛫  信㸸㸦 Program committee 㸧 8th International Symposium on Aero-aqua Bio-Mechanisms

㸦ISABMEC2022㸧, オンライン㛤催, 2022年11月16日-18日 

楯 ┿一㸸アメリカ国❧予㜵⾨⏕◊✲所㸦NIH㸧, 天↛変性タンパク㉁の圧力応⟅性ゎ析 

楯 ┿一㸸Padova大学㸦イタリア㸧, ᾮ⁲形成タンパク㉁のプロテオミクスゎ析 

楯 ┿一㸸ソウル大学㸦㡑国㸧, 光応⟅性の㏆接標㆑技⾡によるᾮ⁲内タンパク㉁㛫┦互作⏝ゎ

析 
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・◊✲ㄽ文・招待ㅮ₇・≉チ出㢪➼の⥲数 

数⌮⏕命⛉学プログラム・数⌮分子⏕命⌮学専攻の教員による◊✲ㄽ文・ⴭ書・⥲ㄝ・≉チと

国㝿会㆟・国内学会の⥲数を♧す。 

 

㡯   ┠ 令和4年度 

ㄽ文 51 

 ⴭ書 2 

⥲ㄝ 12 

0 国㝿会㆟ 35 

 国内学会㸦招待・依㢗・≉別ㅮ₇㸧 31 

≉チ出㢪 2 

 

・RAの実⦼ 

令和4年度のRA 

大学㝔⏕Ặ名 SONG, Yutong 所属◊✲グループ名 分子形㉁Ⓨ⌧学 

学   年 D1 指導教員 坂本 敦 

◊✲プロジェクト名 

A novel mechanism for stress-activated ABA production and its plant-

physiological significance 

(ストレスでά性化される新つなアブシシン㓟⏕成機構とその植≀⏕⌮

学ⓗ意⩏) 

◊✲の内容 

植≀の⎔境㐺応に必㡲なアブシシン㓟を⏕成する⬺㓄⢾化⤒㊰が㸪スト

レスに応⟅した小⬊体動態の変化によって㎿㏿にά性化される分子機構

と㸪新つ合成⤒㊰とは峻別されるその植≀⏕⌮学ⓗ役割をゎ明する。 

 

 

1-4-2 研究グループ別の研究活動の概要，発表論文，講演等 

 

数理計算理学講座 

非線形数理学研究グループ 

構成員㸸坂元国望㸦教授㸧㸪大す 勇㸦准教授㸧 

○◊✲ά動の概せ 

1.㸦坂元㸧 

2022年度は2021年度までの◊✲を引き⥅いで㸪境⏺┦互作⏝によって㥑動される内㒊拡散⣔の

力学⣔ⓗな◊✲を┠ⓗとし㸪≉にTuring分岐が実㝿に㉳こることを♧すために弱㠀⥺形ゎ析に取

り⤌むことを┠標とした。取り⤌む問㢟は㸪㡿域内㒊で拡散する一つの成分 v と㸪㡿域境⏺上の

反応拡散⣔に従うもう一つの成分 u が㸪㠀⥺形ロバン型境⏺条件を介して㸪㡿域境⏺上で┦互作

⏝するシステムのゎ析である。このシステムにおいて㸪₞㏆安定な定数平⾮ゎがTuring不安定化を

㉳こし㸪さらに㸪Turing分岐が実㝿に㉳こることを♧すことを┠ⓗとした。この問㢟タ定に㸪さら

に㸪境⏺上の成分uに対する反応㡯と㸪u と v の┦互作⏝を⾲す境⏺条件の㠀⥺形㡯が㏫➢号を

持つ条件を付加した⣔㸦システム㸧に対する⪃察を⾜った。この≧ἣ下に於いて⣔は「㉁㔞保存

則」を‶たし㸪⣽⬊における様々な分子✀の┦互作⏝として典型ⓗに⌧れるメカニズムをモデル

化していると想定されている。この⣔に対する◊✲成果として㸪パターン形成のオンセットとな
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る㸪Turing不安定化が実㝿に㉳こることをド明した。すなわち㸪安定な✵㛫一様定常≧態が㸪uの

拡散係数が v のそれよりも小さくなる時㸪次々と㧗次のモードが不安定化して㸪✵㛫㠀一様な安

定モードの出⌧を♧唆する数学ⓗな⤖果を得た。これは㸪従来のTuring不安定化のメカニズムが㸪

内㒊拡散-境⏺反応拡散-境⏺┦互作⏝⣔にも拡張された形で機⬟していることを数学ⓗに厳密に

ド明したということを意味する。しかしながら㸪これらの⤖果は数学ⓗには厳密であるが㸪⥺形

⌮ㄽの⠊␪㸦固有値ゎ析㸧に␃まり㸪実㝿にTuring分岐がどのような形≧で㉳こるかをỴ定が大き

なㄢ㢟となった。2022年度は㸪この固有値ゎ析の次に取り⤌む弱㠀⥺形ゎ析に様々な技⾡ⓗどⅬ

から取り⤌んだが㸪いずれの場合も大きな壁に┤㠃して乗り㉺えることができなかった。今後の

方⟇を模⣴中である。 

 

2.㸦大す㸧 

散㐓⣔におけるパルスἼで伝わる情報を“ある⛬度のタメ”を持って⌧れるような意味を持つ㸪

イレギュラーなジャンプ㡯を持つ反応拡散㠀⥺形偏微分方⛬式⣔について㸪その厳密な数⌮ゎ析

により㸪時✵㛫周期ⓗなゎの存在とそのパターンについてのある⛬度の定㔞ⓗな様┦をド明する

仕事をして㸪以下の 1 件の学会Ⓨ⾲を⾜った。 

ㅮ₇ 1 件㸦春の日本数学会春季年会 一⯡Ⓨ⾲㸦15 分㸧㸧 

この方⛬式は㸪ノーベル㈹にも㍤いたホジキン・ハックスレイ以来のフィッツフュー・南㞼方

の㠀⥺形性からỴまる㐍⾜Ἴゎの存在が大きな役割を果たしている。これは㸪⚄⤒のパルスἼと

㛵係があり㸪この⛅より㸪丁度㸪⚄⤒や⬻の◊✲をされている千原崇⿱先⏕が㸪その◊✲室と医

学㒊の先⏕方と㸪ヱ当主㢟のセミナーを⾜われるそうなので㸪上グのような数⌮ゎ析⌮ㄽばかり

でなく㸪数⌮⏕命医学として㸪より数⌮⛉学ⓗな側㠃への寄与をしたいと思い㸪⛅より㸪参加さ

せていただく予定である。一方で㸪数⌮ゎ析としては㸪その後㸪今後のㄢ㢟に向けて㸪似た≧ἣ

でὶ体⌧㇟㸦⛣ὶの存在㸧を伴うとき㸪似た⤖果が出るのではないかと思い㸪仕事を㛤始した。 

今後は㸪このように㸪数⌮ゎ析㸪数⌮⏕命医学の二つにまたがる専㛛ⓗな㡿域において㸪時

は㸪広くパースペクティブを持ち㸪そして㸪時には㸪῝く⯆味の井戸を掘り㐍み㸪両方でそれぞ

れ㸪⯆味῝い仕事を㸪協働⪅と⾜い㸪それぞれ㸪当ヱの学会に寄与していきたいと⪃えている。 

 

○Ⓨ⾲ㄽ文 

・原ⴭㄽ文 

  ヱ当↓し 

 

・ⴭ書 

  ヱ当↓し 

 

・⥲ㄝ・ゎㄝ 

  ヱ当↓し 

 

○ㅮ₇➼ 

・国㝿会㆟ 

 招待ㅮ₇ 

  ヱ当↓し 
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 一⯡ㅮ₇ 

  ヱ当↓し 

 

・国内学会 

 招待ㅮ₇ 

ヱ当↓し 

 一⯡ㅮ₇ 

    ヱ当↓し 

 

 

現象数理学研究グループ 

構成員㸸⢖ὠ暁⣖㸦准教授㸧㸪⸨井㞞史㸦助教㸧 

 ○◊✲ά動の概せ 

(1) ⏕体分子内・分子㛫・⣽⬊内・⣽⬊㛫ネットワークダイナミクスのゎ析と⏕体機⬟実⌧機構

に㛵する◊✲㸦⢖ὠ㸧㸸 

⣽⬊のά動は㸪DNAやタンパク㉁の様々な⏕体分子の個性ⓗな構㐀とその変化や㸪分子㛫の┦

互作⏝による⏕化学反応に支えられており㸪それによって⏕じた個性ⓗな⣽⬊同士のやりとりが

多⣽⬊⏕≀のά動を支えている。このような多数の㝵層にΏる分子⣽⬊♫会のダイナミクスをゎ

明するため㸪まずDNAの㧗次構㐀であるクロマチンの局所ⓗ及び核内大域ⓗな構㐀とそこで実⌧

される㐠動の性㉁をゎ析し㸪その⏕体機⬟への役割を㸪ウニ⬇を⏝いて実㦂⣔◊✲⪅と㐃携しつ

つ⪃察している。またそのような分子㛫の┦互作⏝によって⌧れる㸪ᾮ⁲様核内構㐀体の形成・

変形動態の持つ機⬟性とその機序を実㦂◊✲⪅と㐃携し㸪⌮ㄽⓗに提案している。さらに植≀の

㑇伝子Ⓨ⌧ネットワーク構㐀とそのダイナミクス㸪ウニのⓎ⏕・形態形成に㛵わる㑇伝子の㸪⬇

の力学・化学作⏝による制御㸪⬻⚄⤒ネットワーク形成について㸪実㦂に基づく⌮ㄽⓗ⪃察を㐍

めている。 

(2) ⏕化学反応における分子の挙動と機⬟性の㐃㛵に㛵する◊✲㸦⸨井㸧 

⣽⬊内には多くの分子が㐠動し㸪それらの┦互作⏝によってもたらされる⏕化学反応を⾜うこ

とで㸪⏕命システムを⥔持している。中でもタンパク㉁については㸪これまでの⭾大な分子構㐀

ゎ析◊✲の⵳✚はもとより㸪さらに昨今のAI技⾡のά⏝による構㐀推定によって㸪多くのタンパ

ク㉁の構㐀が明らかになってきた。これらの分子の機⬟性を⪃えるには㸪分子内構㐀変化や分子

㛫┦互作⏝などの分子構㐀のダイナミクスのゎ析が必せ不可欠である。このようなダイナミクス

のゎ析において㸪従来では➨一原⌮ィ⟬に基づいた大つ模な分子動態シミュレーションが主ὶで

はあったが㸪㏆年では構㐀の⢒ど化によるィ⟬の⡆␎化によってより㛗時㛫のシミュレーション

を┠指す動きもある。しかし㸪構㐀の⢒ど化方ἲは◊✲によって様々であり㸪分子内┦互作⏝の

⾲⌧が㊙扈しているのが⌧≧である。また㸪それらの◊✲によって予 される分子のダイナミク

スが㸪必ずしも実㦂事実を反映していないことも多い。そこで我々は㸪既に大㔞に⵳✚されてき

た構㐀データベースにグ㍕されている構㐀座標および動態データに基づいた分子動態モデル推定

のフレームワークの構⠏を㐍めており㸪あらゆる分子におけるほ データと▩┪がない動態モデ

ル手ἲの提供を┠指して◊✲を⾜っている。さらにほ データに▩┪のない⠊囲で可⬟な㝈り分

子を⢒ど化することで㸪分子㛫┦互作⏝を取り入れた⏕化学反応の動態モデルの構⠏や㸪Ⓨ⏕㐣
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⛬でぢられるような⣽⬊㞟団のパターン形成のダイナミクスのゎ析も㐍めている。 

 

○Ⓨ⾲ㄽ文 

・原ⴭㄽ文 

1. T. Kokaji, M. Eto, A. Hatano, K. Yugi, K. Morita, S. Ohno, M. Fujii, K. Hironaka, Y. Ito, R. Egami, S. 

Uematsu, A. Terakawa, Y. Pan, H. Maehara, D. Li, Y. Bai, T. Tsuchiya, H. Ozaki, H. Inoue, H. Kubota, 

Y. Suzuki, A. Hirayama, T. Soga, S. Kuroda, “In vivo transomic analyses of glucose-responsive 

metabolism in skeletal muscle reveal core differences between the healthy and obese states”, Scientific 

Report. 12, 13719 (2022) 

◎〇2. M. Shirai, K. Takayama, H. Takahashi, Y. Hirose, M. Fujii, A. Awazu, N. Shimoda, Y. Kikuchi, 

“Methylome data derived from maternal-zygotic DNA methyltransferase 3aa-/- zebrafish”, Data in 

Brief. 44, 108514 (2022) 

◎〇3. M. Shirai, T. Nara, H. Takahashi, K. Takayama, Y. Chen, Y. Hirose, M. Fujii, A. Awazu, N. Shimoda, Y. 

Kikuchi, “Identification of aberrant transcription termination at specific gene loci with DNA 

hypomethylated transcription termination sites caused by DNA methyltransferase deficiency”, Genes 

& Genetic Systems. 21, 00092 (2022) 

◎4. T. Komoto, M. Fujii, A. Awazu, “Epigenetic-structural changes in X chromosomes promote Xic pairing 

during early differentiation of mouse embryonic stem cells”, Biophysics and Physicobiology. 19, 

e190018 (2022) 

5. T. Kameda, A. Awazu, Y. Togashi, “Molecular dynamics analysis of biomolecular systems including 

nucleic acids”, Biophysics and Physicobiology 19, e190027 (2022) 

◎6. O. Yamanaka, Y. Oki, Y. Imamura, Y. Tamura, M. Shiraishi*, S. Izumi, A. Awazu, H. Nishimori. “Ants 

Alter Collective Behavior After Feeding and Generate Shortcut Paths on a Two-Dimensional  

Foraging Area”, Front. Phys. 10, 896717 (2022) 

7. T. Nakanishi and A. Awazu, “Formation of Small-World Network Containing Module Networks in 

Globally and Locally Coupled Map System with Changes in Global Connection with Time Delay 

Effects”, J. Phys. Soc. Jpn. 92, 034801.1-9 (2023) 

 

・ⴭ書 

  ヱ当↓し 

 

・⥲ㄝ・ゎㄝ 

  ヱ当↓し 

  

○ㅮ₇➼ 

・国㝿会㆟ 

 招待ㅮ₇ 

  ヱ当↓し 

 一⯡ㅮ₇ 

◎1. S. Wakao, M. Fujii, A. Awazu, “Simulations of structural dynamics of nuclear speckle”, The 60th Annual 

Meeting of the Biophysical Society of Japan, 2022.9.28-30, Hakodate Arena 

2. T. Nakanishi, “Spontaneous Network Organizations of Dynamic-Plastic Network System with Spatial 
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Local Interactions”, The 60th Annual Meeting of the Biophysical Society of Japan, 2022.9.28-30, 

Hakodate Arena 

◎3. T. Komoto, M. Fujii, A. Awazu, “Epigenetic-structural changes in X chromosomes promote Xic pairing 

during early differentiation process from embryonic stem cell of mouse”, The 60th Annual Meeting of 

the Biophysical Society of Japan, 2022.9.28-30, Hakodate Arena 

◎4. K. Watanabe, Y. Kurose, Y. Yasui, N. Sakamoto, A. Awazu, “Exogastrulation due to cytoskeletal polarity 

distribution in sea urchin embryo”, The 60th Annual Meeting of the Biophysical Society of Japan, 

2022.9.28-30, Hakodate Arena 

◎5. H. Yamashita, A. Tsuji, F. Hayashi, K. Morigaki, M. Fujii, A. Awazu, K. Hoshikaya, M. Abe, “Single 

molecule observation of G protein transducin on rhodopsin cluster by high-speed AFM”, The 60th 

Annual Meeting of the Biophysical Society of Japan, 2022.9.28-30, Hakodate Arena 

 

・国内学会 

招待ㅮ₇ 

1. 小本哲史, 柔らかさという≀⌮情報による染Ⰽ体㓄⨨制御. 定㔞⏕≀学の会 ➨10回年会, 

2022年12月15日-16日, 広島大学 

2. Ώ㎶㛤智, 原⭠㝗入の㥑動力制御機序. 定㔞⏕≀学の会 ➨10回年会, 2022年12月15日-16日, 

広島大学 

一⯡ㅮ₇ 

1. 岡⏣㞞つ, ⸨井㞞史, 冨樫♸一, ΰ㞧⎔境と分子の構㐀変化を⪃慮した反応拡散モデル.  

定㔞⏕≀学の会 ➨10回年会, 2022年12月15日-16日, 広島大学 

2. す本⩧太, ⸨井㞞史, 冨樫♸一, ␗常な⣽⬊を含む⣽⬊㞟団における⣽⬊➇合の力学シミュ

レーション. 定㔞⏕≀学の会 ➨10回年会, 2022年12月15日-16日, 広島大学 

3. 森 功佑, ⸨井㞞史, 2✀⣽⬊㛫の境⏺パターン形成の動体モデルと定㔞ゎ析. 定㔞⏕≀学の会 

➨10回年会, 2022年12月15日-16日, 広島大学 

4. ⸨井㞞史, ⢒ど化分子動力学モデルによるタンパク㉁動態の定㔞ホ価. 定㔞⏕≀学の会 ➨

10回年会, 2022年12月15日-16日, 広島大学 

◎5. Ώ㎶㛤智, 坂本尚昭, ⢖ὠ暁⣖, ウニ初期Ⓨ⏕におけるCTCFのⓎ⌧と機⬟のゎ析. 日本動≀

学会 ➨94回大会, 2022年9月8日-10日, 早✄⏣大学 

◎6. 小本哲史, 坂本尚昭, ⢖ὠ暁⣖, バフンウニ性Ỵ定機構ゎ明に向けたドラフトゲノム㓄列の

再構⠏. 日本動≀学会 ➨94回大会, 2022年9月8日-10日, 早✄⏣大学 

7. ⱝ尾┿吾, ⢖ὠ暁⣖, 核スペックルの構㐀形成・動態のシミュレーション. 定㔞⏕≀学の会 

➨10回年会, 2022年12月15日-16日, 広島大学 

8. 中す大斗, ⢖ὠ暁⣖, ✵㛫ⓗ局所┦互作⏝を伴う動ⓗ可塑ⓗ⤖合力学⣔の⮬Ⓨⓗネットワー

ク構㐀形成. 定㔞⏕≀学の回 ➨10回年会, 2022年12月15日-16日, 広島大学 
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生命流体数理研究グループ 

構成員㸸㣤㛫 信㸦教授㸧㸪山下博士㸦≉任助教㸧 

 

○◊✲ά動の概せ 

⏕≀とは「≀㉁とその⎔境が交㘒しながら㸪さまざまなスケールで㸪⮬Ⓨⓗに構㐀形成と機⬟

Ⓨ⌧を⾜う場」とみなすことができる。本◊✲グループでは㸪≉に⏕≀の㐠動と⏕≀ὶ体⌧㇟に

╔┠して◊✲を⾜っている。例えば㸪昆⹸や㨶といった⏕≀は✵ẼやỈといった⎔境下で⮬⏤⮬

在に㐠動する。しかし✵ẼやỈといったὶ体⎔境は⏕≀にとって典型ⓗな⎔境であるにも㛵わら

ず㠀⥺形性が強く予 が㞴しい。⏕≀や㸪こうしたὶ体⎔境の中でも採㣵や敵からの㞳⬺など」

㞧なタスクを実⌧している。我々は㸪⏕≀の持つこのすばらしい⬟力がどのように実⌧されてい

るかを㸪ὶ体力学と数⌮ゎ析のほⅬからその原⌮を⌮ゎしά⏝したいと⪃えている。そのために㸪

⏕≀㐠動とそれをとりまくὶ体の┦互作⏝に㔜Ⅼを⨨いた◊✲を㸪⏕≀学・≀⌮学・機械工学な

どの◊✲⪅と協同で⾜っている。本◊✲グループではこれらの◊✲を㏻して㸪≀⌮ⓗ存在である

と同時に合┠ⓗⓗな存在である⏕≀をグ㏙し⌮ゎするための⌮ㄽⓗ枠⤌みを作り上げることを┠

指している。本年度は㸪ὶ体を含む大つ模⤖合⣔における位┦⦰⣙を可⬟にする数値ゎ析技⾡を

㛤Ⓨ・Ⓨ展させるとともに㸪トンボ⩼に代⾲される㠀ὶ⥺型≀体周りのὶれをゎ析し㸪≉定の 

㐠動が⩼性⬟の向上に㔜せな役割を果たすことを♧した。 

 

以下の◊✲㞟会を㛤催した。 

1. 㣤㛫 信㸸One-day workshop on the cellular level ethological dynamics towards “proto-intelligence”, 

京㒔㸦ハイブリッド㛤催㸧, 2022.10.29 (国㝿会㆟) 

2. 㣤㛫 信㸸⏕≀ὶ体力学と⏕≀㐠動, 京㒔, 2022.10.31-11.2 

 

○Ⓨ⾲ㄽ文 

・原ⴭㄽ文 

◎1. Nobuhiko J. Suematsu, Hiroshi Yamashita and Makoto Iima, Bioconvection pattern of Euglena under 

periodical illumination, Frontiers in Cell and Devlepmental Biology (2023)11,1134002 

◎2. Kazuki Muku, Hiroshi Yamashita, Touya Kamikubo, Nobuhiko J. Suematsu and Makoto Iima, Long-

time behavior of swimming Euglena gracilis in a heterogenous light environment, Frontiers in Cell 

and Devlepmental Biology (2023)11,1133028 

 

・ ⴭ書 

ヱ当↓し 

 

・ ⥲ㄝ・ゎㄝ 

ヱ当↓し 

 

○ㅮ₇➼ 

・国㝿会㆟ 

招待ㅮ₇ 

ヱ当↓し 
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一⯡ㅮ₇ 

◎ 1. Hiroshi Yamashita, Touya Kamikubo, Kazuki Muku, Nobuhiko J. Suematsu and Makoto Iima, 

Bioconvection of Euglena suspension under heterogeneous light condition, 8th International 

Symposium on Aero Aqua Bio-Mechanisms, Virtual, 2022.11.17 

2. Yusuke Fujita and Makoto Iima, Aerodynamic performance and vortex motion of corrugated wing 

started impulsively, 8th International Symposium on Aero Aqua Bio-Mechanisms, Virtual, 2022.11.18 

3. Makoto Iima, Optimal forces of entrainment for the flow past inclined plate in a uniform flow, 74th 

Annual Meeting of the APS Division of Fluid Dynamics, Phoenix Convention Center, Phoenix, 

Arizona, 2022.11.21 

◎4. Hiroshi Yamashita, Touya Kamikubo, Kazuki Muku, Nobuhiko J. Suematsu and Makoto Iima, Control 

of the localized bioconvection unit of Euglena suspension by manipulating light environment, 74th 

Annual Meeting of the APS Division of Fluid Dynamics, Phoenix Convention Center, Phoenix, 

Arizona, 2022.11.20 

5. Yusuke Fujita and Makoto Iima, Reynolds number dependency on the aerodynamic performance of 

corrugated wing in unsteady motion, 74th Annual Meeting of the APS Division of Fluid Dynamics, 

Phoenix Convention Center, Phoenix, Arizona (ポスター , ウェブサイトアップロード ), 

2022.11.20-22 

 

・国内学会 

 招待ㅮ₇ 

1. 㣤㛫 信,「ヰ㢟提供」, ◊✲交ὶ会「ジオラマ⎔境でぬ㓰する原⏕▱⬟を定式化する⣽⬊⾜

動力学」, 札幌, 2022年8月19日 

2. 㣤㛫 信,「ィ⏬⌜⤂介」, 㡿域全体会㆟「ジオラマ⎔境でぬ㓰する原⏕▱⬟を定式化する⣽

⬊⾜動力学」, 
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7. 椋 一㍤,「ブラウン㐠動とミドリムシ個体の㛗時㛫㐠動のẚ㍑」, ➨3回㠀⥺形・㠀平⾮ⱝ手

◊✲⪅のための大学㛫◊✲交ὶ会, 広島, 2022年8月10日 

8. ⸨⏣㞝介, す森 拓(明἞大学MIMS), 㣤㛫 信,「ジオラマ⎔境としての◁丘模型」, ◊✲交ὶ

会「ジオラマ⎔境でぬ㓰する原⏕▱⬟を定式化する⣽⬊⾜動力学」, 札幌(ポスターⓎ⾲), 

2022年8月19日 

◎9. 山下博士, 上久保冬㔝, 椋 一㍤, 末松J.信彦(明἞大学), 㣤㛫 信,「ジオラマ⎔境でⓎ⌧する

スポット対ὶ㸸その構㐀とⓎ⏕制御」, ◊✲交ὶ会「ジオラマ⎔境でぬ㓰する原⏕▱⬟を定

式化する⣽⬊⾜動力学」, 札幌(ポスターⓎ⾲), 2022年8月19日 

10. ⸨⏣㞝介, す森 拓(明἞大学MIMS), 㣤㛫 信,「Ỉ槽実㦂による⦰小バルハン模型周りの 

構㐀」, 日本≀⌮学会2022年⛅季大会, 東京, 2022年9月12日 

11. 㣤㛫 信,「平板⩼周りのὶれにおける外力周Ἴ数に依存した位┦応⟅の✵㛫分布」, 日本≀

⌮学会2022年⛅季大会, 東京, 2022年9月13日 

◎12. 山下博士, 上久保冬㔝, 椋 一㍤, 末松J.信彦(明἞大学), 㣤㛫 信,「㠀一様な光⎔境を⏝いた

ミドリムシ局在対ὶの制御実㦂」, 日本ὶ体力学会 年会2022, 京㒔, 2022年9月27日 

13. ⸨⏣㞝介, 㣤㛫 信,「コルゲート⩼の動ⓗ≉性のパラメータ✵㛫における構㐀」, 日本ὶ体

力学会 年会2022, 京㒔, 2022年9月27日 

◎14. 㣤㛫 信, 上久保冬㔝, 椋 一㍤, 山下博士, 末松J.信彦,「㠀一様光⎔境下でのミドリムシ個体

の光㉮性」, 日本ὶ体力学会 年会2022, 京㒔, 2022年9月27日 

◎15. 山下博士, 上久保冬㔝, 椋 一㍤, 末松J.信彦(明἞大学), 㣤㛫 信,「ミドリムシ対ὶスポット

のⓎ⏕制御実㦂とその構㐀ほ察」, ◊✲㞟会「⏕≀ὶ体力学と⏕≀㐠動」, 京㒔, 2022年10月

31日 

16. 㣤㛫 信,「位┦⮬⏤度をもつはばたきモデルのゎ析」, ◊✲㞟会「⏕≀ὶ体力学と⏕≀㐠動」, 

京㒔, 2022年11月1日 

17. ⸨⏣㞝介, 㣤㛫 信,「コルゲート⩼の構㐀と の動力学に依存した揚力増大機構」, ◊✲㞟

会「⏕≀ὶ体力学と⏕≀㐠動」, 京㒔, 2022年11月2日 

18. 上久保冬㔝, 㣤㛫 信 ,「2✀㢮のミドリムシの㐟Ὃ⾜動」 , SSTB2023 -Spring School for 

Theoretical Biology 2023-, 広島(ポスターⓎ⾲), 2023年3月7日-8日 

19. ⸨⏣㞝介, 㣤㛫 信,「コルゲート⩼の揚力⏕成機構における 㐠動の定㔞化」, ➨46回エア

ロ・アクアバイオメカニズム学会ㅮ₇会, 東京, 2023年3月30日 

 

 

データ駆動生物学研究グループ 

構成員㸸本⏣┤樹㸦教授㸧㸪山⏣恭史㸦助教㸧㸪▮⏣♸一㑻㸦≉任助教㸧㸪横山 寛㸦≉任助教㸧 

 

○◊✲ά動の概せ 

⏕≀学は今まさにィ 技⾡と数⌮の⼥合を必せとしている。㏆年㸪⏕体イメージングや次世代

シーケンサを代⾲とするィ 技⾡がⓎ展し㸪⏕体⤌⧊における分子ά性や㑇伝子Ⓨ⌧㔞がハイス 

ループットにィ され㸪大㔞のデータが⵳✚されている≧ἣである。しかしながら㸪データから

⌧㇟の⫼後に₯むつ則性を抽出し㸪メカニズムを⌮ゎするアプローチは㸪未だ☜❧されていない。

従来の数⌮モデリング◊✲では㸪数⌮モデルを構⠏してコンピュータ上でシミュレーション➼を

⾜うことを主としており㸪原因㸦モデル, 仮ㄝ㸧から⤖果を㡰方向に探るという意味において「㡰

問㢟」と呼ばれる。それとは㏫に㸪⤖果㸦データ㸧から㐳って原因㸦モデル㸧を探ることを「㏫問
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㢟」と呼ぶ。しかし㸪㏫問㢟は⟅えが」数存在しうる不Ⰻタ定であるため㸪従来の数⌮モデリン

グで扱うことには㝈⏺がある。そこで本◊✲グループでは㸪数⌮モデリングと機械学⩦を⼥合す

ることで㸪様々な⏕命⌧㇟のデータから㸪⫼後のメカニズムを数⌮モデリングし㸪⌮ゎするアプ

ローチを展㛤している。本◊✲グループの◊✲テーマを以下に♧す。 

 

 㸯㸬scRNA-seqデータから✵㛫トランスクリプトームを再構成する機械学⩦ἲの㛤Ⓨ 

 㸰㸬動≀⾜動データから意思Ỵ定をゎㄞする機械学⩦ἲの㛤Ⓨ 

 㸱㸬⚄⤒コネクトームデータから㍈⣴㓄⥺ルールをゎㄞする機械学⩦ἲの㛤Ⓨ 

 㸲㸬⚄⤒変性⑌患の㐍⾜度をバイオマーカーデータから推定する機械学⩦ἲの㛤Ⓨ 

 㸳㸬免␿システムにおける有害/↓害㆑別の数⌮モデリング 

 㸴㸬幹⣽⬊ホメオスタシスの一⯡⌮ㄽの構⠏ 

 㸵㸬コウモリのエコーロケーションに学ぶ㉸㡢Ἴナビゲーションシステムのタィ 

 

 

以下の◊✲㞟会を㛤催した。 

1. 本⏣┤樹㸦世ヰ人㸧㸸␗分㔝⼥合セミナー8月㸦オンライン㛤催㸧, 2022.8.25 

2. 本⏣┤樹㸦企⏬⪅㸧㸸Neuro2022シンポジウム「♫会ⓗひきこもり㸦hikikomori㸧における意思

Ỵ定の回㊰・ィ⟬・⮫床」, Ἀ⦖コンベンションセンター, 2022.6.30 

3. 本⏣┤樹㸦企⏬・㐠営㸧㸸定㔞⏕≀学の会 ➨十回年会, 広島大学, 2022.12.15-16 

4. 本⏣┤樹㸦㐠営委員㸧㸸➨7回⌮ㄽ免␿学ワークショップ, 㮵児島, 2023.3.19-21 

5. 本⏣┤樹㸦主催⪅㸧㸸➨1回⌮ㄽ⏕≀学スプリングスクール, 広島大学, 2023.3.7-10 

6. 山⏣恭史㸦主催㸧㸸ィ ⮬動制御学会 システム, 情報㒊㛛 学⾡ㅮ₇会2022㸦SSI2022㸧Global 

Session「⮬律分散システム」, 2022.11.25-27 

 

○Ⓨ⾲ㄽ文 

・原ⴭㄽ文 

1. Kanatsu-Shinohara M., Honda N., Tanaka T., Tatehana M., Kikkawa T., Osumi N., Shinohara T.*, 

Regulation of male germline transmission patterns by the Trp53-Cdkn1a pathway. Stem Cell Reports 

17: 1-18 (2022) 

2. 
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7. Ju H., Honda N., Yoshimura S.H., Kaneko M., Shigematsu T., Kiyono K.*, Multidimensional fractal 

scaling analysis using higher order moving average polynomials and its fast algorithm. Signal 

Processing 208, 108997 (2023) 

8. Ishino S., Kamada T., Sarpong G., Kitano J., Tsukasa R., Mukohira H., Sun F., Li Y., Kobayashi K., 

Honda N., Oishi N., Ogawa M.*, Dopamine error signal to actively cope with lack of expected reward. 

Science Advances, 9 (10), eade5420 (2023) 

9. Kondo T., Yada Y., Ikeuchi T., Inoue H., CDiP technology for reverse engineering of sporadic 

Alzheimer’s disease. Journal of Human Genetics 68, 231–235 (2023) 

 

・ ⴭ書 

ヱ当↓し 

 

・ ⥲ㄝ・ゎㄝ 

1. 本⏣┤樹, 心の揺らぎ, 㠀合⌮性のデータ㥑動ⓗゎㄞ. メディカル・サイエンス・ダイジェ

スト「≉㞟㸸ひきこもりと⢭⚄⑌患」49(3) 12-15 (2023) 

 

○ㅮ₇➼ 

・国㝿会㆟ 

 招待ㅮ₇ 

1. 本⏣┤樹, Data-driven decoding of decision-making and mental conflict by machine learning. HU-

RIKEN-OIST Joint workshop, Hiroshima University, 2022.6.25 

2. Honda Naoki, Decoding mental conflict between reward and curiosity from irrational behaviors. 

The14th Prediction Science Seminar, Online, 2023.1.24 

3. Honda Naoki, Multi-modal Data Integration for Predicting Spatial Transcriptome. The 30th Hot Spring 

Harbor International Symposium, Online, 2022.11.16-17 

4. Yasufumi Yamada (invited), Constructive investigation for Bio-sonar strategies employed by bats. 

International Workshop on Biodiversity and Bioinspiration, Burunei, 2023.1 

一⯡ㅮ₇ 

1. Kana Yoshido, Honda Naoki, Adaptive discrimination between harmful and harmless antigens by 

predictive coding in immune system. 12th European Conference on Mathematical and Theoretical 

Biology, Heidelberg University, 2022.9.19-23, ポスター 

2. Yasufumi Yamada, Kanta Hasegawa, Haruka Nishiyama, Yuma Watabe, Shinichi Sasaki, Takaaki Asada, 

Shizuko Hiryu, Onboarding Simple Sonar System with Thermophone for Autonomous Flying Drone. 

International Ultrasonic Symposium 2022, Italy, 2022.10 

 

・国内学会 

 招待ㅮ₇ 

1. Yuki Konaka, Honda Naoki, Data-Driven Decoding of Psychological Conflict. NEURO2022, Okinawa 

convention center, 2022.7.2 

2. Okochi Yasushi, Takaaki Matsui, Honda Naoki, Prediction of Mutant Spatial Transcriptomes by Zero-

shot Learning. International Symposium on Neural Development and Diseases, Kyoto University, 

2023.3.15-17 
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3. 本⏣┤樹, レクチャーマラソン「基♏からわかる数⌮モデルの⪃え方㸸仮ㄝ㥑動型, データ㥑

動型アプローチ」. ➨63回日本⚄⤒学会学⾡大会, 東京国㝿フォーラム, 2022.5.18-21 

4. 本⏣┤樹 , 心の揺れ , ⴱ⸨の⾜動データ㥑動ⓗゎㄞ . NARA Psychiatry Conference, THE 

KASHIHARA, 2022.9.22 

5. 本⏣┤樹, ⏕命⌧㇟に₯在するつ則性, ルールのデータ㥑動ⓗゎㄞ. ⏕命㔠属⛉学セミナー,

ベーコンラボ京㒔㥐, 2022.9.29 

6. 本⏣┤樹, データ㥑動⏕≀学㸸幹⣽⬊, 免␿, ✵㛫トランスクリプトーム. ⏕命⌮学セミナー,

名古屋大学, 2022.10.7 

7. 本⏣┤樹, ⏕命⛉学における数⌮モデリングと機械学⩦. ⏕命⌮学㞟中ㅮ⩏, 名古屋大学, 

2022.10.6-7 

8. 本⏣┤樹, データ㥑動⏕≀学㸸データに₯在する⏕命機⬟のデータ㥑動ⓗゎㄞ. ➨6回⌮ㄽ合

成インシリコ⏕≀学セミナー, ⟃Ἴ大学, 2022.10.21 

9. 本⏣┤樹, データ㥑動⏕≀学. ➨62回⏕≀≀⌮ⱝ手の会夏の学校 2022, ぎふ㛗Ⰻ川 Ἠホテ

ルパーク, 2022.8.30-9.2 

一⯡ㅮ₇ 

1. 大Ἑ内康之, 松井㈗㍤, 坂口峻太, ㏆⸨Ṋ史, 本⏣┤樹, 㔝⏕型リファレンスデータを利⏝し

た変␗型✵㛫トランスクリプトームの予 と実ド. 分子⏕≀学会, 幕張メッセ, 2022.11.30-

12.2, 口㢌&ポスター 

◎2. ⚟井㞞也, 斉⸨ ⛱, 本⏣┤樹, ⣽⬊㦵格モデルによるアクチン㞟合体のシミュレーション. 

分子⏕≀学会, 幕張メッセ, 2022.11.30-12.2, ポスター 

3. Ἴ⏣㔝大地, 本⏣┤樹, DNA 損傷時における sc-RNA Ⓨ⌧変化の₯在意味ゎ析. 分子⏕≀学

会, 幕張メッセ, 2022.11.30-12.2, ポスター 

4. 曹 子∾, ドードレンモニカ夏⨾, 松島敏夫, ␭⏣㈗俊, 加⸨㝯弘, 本⏣┤樹, ベイズ㝵層モ

デルに基づくうつ≧態における信㢗⾜動のゎㄞ. 分子⏕≀学会, 幕張メッセ, 2022.11.30-12.2,

ポスター 

5. Koike J., Yoshido K., Honda N., Data-driven analysis of the formation of neural circuit based on gene 

expression. 日本Ⓨ⏕⏕≀学会➨ 55 回大会, 㔠ἑ市文化ホール, 2022.5.31-6.3, 口㢌&ポスター 

◎6. Hatakeyama Y., Saito N., Mii Y., Shinozuka T., Takemoto T., Honda N., Takada S., Intercellular 

exchange of Wnt ligands reduces heterogeneity in epiblast cell population and confers robustness to 

environmental stress. 日本Ⓨ⏕⏕≀学会➨ 55 回大会, 㔠ἑ市文化ホール, 2022.5.31-6.3, ポスタ

ー 

7. Sakaguchi S., Okochi Y., Tanegashima C., Nishimura O., Kadota M., Honda N., Kondo T., Deep single-

cell transcriptome atlas of Drosophila gastrula. 日本Ⓨ⏕⏕≀学会➨ 55 回大会, 㔠ἑ市文化ホー

ル, 2022.5.31-6.3, ポスター 

◎8. す 健太㑻, ▮⏣♸一㑻, ∦岡優之介, 本⏣┤樹, GW ㊥㞳による最㐺㍺㏦を⏝いたマルチモ

ダリティデータ⤫合 . The 25th Information-Based Induction Sciences Workshop, 広島大学 , 

2022.11.20-23, ポスター 

◎9. 東㔝伊⧊, 横山 寛, 㞵森㈼一, 本⏣┤樹, ⮬⏤エネルギー原⌮に基づくリスク㑅択⾜動のモ

デリング. ➨ 25 回情報ㄽⓗ学⩦⌮ㄽワークショップ㸦IBIS2022㸧, つくば国㝿会㆟場 , 

2022.11.20-23, ポスター 

10. 曹  子∾ , ドードレンモニカ夏⨾, 松島敏夫, ␭⏣㈗俊 , 加⸨㝯弘 , 本⏣┤樹 , Decoding 
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trusting behaviors in depression based on Bayesian hierarchical model. ➨ 25 回情報ㄽⓗ学⩦⌮ㄽ

ワークショップ㸦IBIS2022㸧, つくば国㝿会㆟場, 2022.11.20-23, ポスター 

11. 吉戸㤶奈, 中∹⏣ 旭, 本⏣┤樹, ⤌⧊幹⣽⬊の㝵層性と中❧➇合による⤌⧊恒常性⥔持メ

カニズム. 2022 年度数⌮⏕≀学会年会, オンライン, 2022.9.5-7, 口㢌 

◎12. 東㔝伊⧊, 横山 寛, 㞵森㈼一, 本⏣┤樹, ⮬⏤エネルギー原⌮によるリスク㑅択に㛵わる

意思Ỵ定のモデリング. 2022 年度日本数⌮⏕≀学会年会, オンライン, 2022.9.5-7, 口㢌 

◎13. 横山 寛, 本⏣┤樹, Data assimilation method for unobservable neural state estimation from calcium 

imaging signal. 数⌮⏕≀学会年会 2022, 2022.9.5-7 

14. 大す㱟㈗, 本⏣┤樹, 五十嵐康信, COVID-19 の最㐺, 最悪の検査戦␎. 2022 年度日本数⌮⏕

≀学会年会, オンライン, 2022.9.5-7, 口㢌 

15. 吉戸㤶奈, 本⏣┤樹, Adaptive discrimination between harmful/harmless antigens by predictive 

coding in immune system. ➨ 60 回⏕≀≀⌮学会年会, 函㤋アリーナ, 函㤋市Ẹ会㤋, 2022.9.28-

30, ポスター 

16. Jigen Koike, Kana Yoshido, Naoki Honda, Data-driven analysis of the formation of neural circuit based 

on gene expression. ➨ 60 回日本⏕≀≀⌮学会年会, 函㤋アリーナ, 函㤋市Ẹ会㤋, 2022.9.28-

30, ポスター 

17. 吉戸㤶奈, 本⏣┤樹, 免␿⣔における予 ➢号化に基づく㐺応ⓗな抗原の有害/↓害㆑別. 

➨ 62 回⏕≀≀⌮ⱝ手の会 夏の学校, 岐㜧┴岐㜧市‖⏫ ぎふ㛗Ⰻ川 Ἠホテルパーク, 

2022.8.30-9.2, ポスター 

18. 小ụ二元, 吉戸㤶奈, 本⏣┤樹, 㑇伝子Ⓨ⌧に基づく⚄⤒回㊰形成のデータ㥑動型ゎ析. ➨

62 回⏕≀≀⌮ⱝ手の会 夏の学校 2022, ぎふ㛗Ⰻ川 Ἠホテルパーク, 2022.8.30-9.2, ポスタ

ー 

◎19. ∦岡優之介, ▮⏣♸一㑻, 本⏣┤樹, 最㐺㍺㏦による⮚器㛫ネットワークゎ析. ➨ 7 回⌮ㄽ

免␿学ワークショップ, ライカ㈚会㆟室 Room A, 2023.3.19-21, 口㢌 

20. ▮⏣♸一㑻, 㝵層ベイズモデルによるアミロイド β ⵳✚㔞の推定. ➨ 7 回⌮ㄽ免␿学ワーク

ショップ, 㮵児島, 2023.3.19, 口㢌 

◎21. ⚟井㞞也, 斉⸨ ⛱, 本⏣┤樹, ⣽⬊㦵格モデルを⏝いた, アクチン㞟合体の⮬己⤌⧊化と

⣽⬊⭷変形のゎ析. ➨ 7 回⌮ㄽ免␿学ワークショップ, ライカ㈚会㆟室 Room A, 2023.3.19-

21, 口㢌 

22. 本⏣┤樹, 変␗体✵㛫トランスクリプトームの再構成. ➨ 7 回⌮ㄽ免␿学ワークショップ, 

ライカ㈚会㆟室 Room A, 2023.3.19-21, 口㢌 

◎23. Yuichiro Yada, Honda Naoki, A hierarchical Bayesian model for evaluating biomarkers of 

neurodegenerative diseeases according to te relevance of abnormal protein accumulation. 

NEURO2022 Ἀ⦖コンベンションセンター, 2022.7.2, ポスター 

24. Mana Fujiwara, Sana Ishikawa, Naoki Honda, Homeostatic reinforcement learning on body 

temperature regulation. Ἀ⦖コンベンションセンター, 2022.6.30-7.2, ポスター 

25. Seiya Ishino, Taisuke Kamada, Sarpong Gideon, Reo Tsukasa, Hisa Mukohira, Kenta Kobayashi, 

Naoki Honda, Naoya Oishi, Masaaki Ogawa, Midbrain dopamine neurons signal opposing reward 

prediction errors to continue reward pursuit. Ἀ⦖コンベンションセンター, 2022.6.30-7.2, ポスタ

ー 

26. 大Ἑ内康之, 松井㈗㍤, 坂口峻太, ㏆⸨Ṋ史, 本⏣┤樹, シングルセル RNAseq データから

の⣽⬊✵㛫㓄⨨予 . 定㔞⏕≀学の会, 広島大学, 2022.12.15-16, 口㢌 
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27. 吉戸㤶奈, 中∹⏣ 旭, 本⏣┤樹, 幹⣽⬊の㝵層性と中❧➇合による⤌⧊恒常性⥔持メカニ

ズム. 定㔞⏕≀学の会 ➨十回年会, 広島大学, 2022.12.15-16, 口㢌& ポスター 

◎28. 東㔝伊⧊, 横山 寛, 㞵森㈼一, 本⏣┤樹, ⮬⏤エネルギー原⌮に基づくⴱ⸨を⪃慮したリ

スク㑅択ㄢ㢟におけるヒトの▱ぬ意思Ỵ定プロセスの定式化. 定㔞⏕≀学の会, 広島大学, 

12 月 15 日㸦木㸧〜12 月 16 日㸦㔠㸧, ポスター 

◎29. す健太㑻, ▮⏣♸一㑻, ∦岡優之介, 本⏣┤樹, 最㐺㍺㏦によるクラス欠損にロバストなマ

ルチモダリティデータ⤫合. 定㔞⏕≀学の会 ➨十回年会, 広島大学, 2022 年 12 月 15 日(木)

㹼12 月 16 日(㔠), ポスター 

◎30. ∦岡優之介, ▮⏣♸一㑻, 本⏣┤樹, 最㐺㍺㏦による⮚器㛫ネットワークゎ析. 定㔞⏕≀学

の会 ➨十回年会, 広島大学, 2022 年 12 月 15 日(木)㹼12 月 16 日(㔠), ポスター 

,

3�
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ExCELLS シンポジウム, ⮬↛⛉学◊✲機構⏕命創成探✲センター, 2022.12.12, ポスター 

◎45. ∦岡優之介, ▮⏣♸一㑻, 本⏣┤樹, 最㐺㍺㏦による⮚器㛫ネットワークゎ析. ➨ 5 回

ExCELLS シンポジウム, ⮬↛⛉学◊✲機構⏕命創成探✲センター, 2022.12.12, ポスター 

46. 本⏣┤樹, 古仲⿱㈗, 心の揺れ, ⴱ⸨のデータ㥑動ⓗゎㄞ. ➨ 5 回 ExCELLS シンポジウム, 

⮬↛⛉学◊✲機構⏕命創成探✲センター, 2022.12.12, ポスター 

47. 吉戸㤶奈, 本⏣┤樹, 免␿⣔における予 ➢号化に基づく㐺応ⓗな抗原の有害/↓害㆑別. 

Spring School for Theoretical Biology 2023, 広島大学, 2023.3.7-10, ポスター 

◎48. す 健太㑻, ▮⏣♸一㑻, ∦岡優之介, 本⏣┤樹, 最㐺㍺㏦を⏝いたロバストなマルチモダ

リティデータ⤫合. Spring School for Theoretical Biology 2023, 広島大学, 2023.3.7-10, ポスター 

◎49. 東㔝伊⧊, 横山 寛, 伊⸨ ㄹ, 㞵森㈼一, 本⏣┤樹, リスク㑅択⾜動時におけるグ憶の情報

処⌮㐣⛬のデータ㥑動ⓗゎㄞ. Spring School for Theoretical Biology, 広島大学, 2023.3.7-10, ポ

スター 

◎50. ∦岡優之介, ▮⏣♸一㑻, 本⏣┤樹, 最㐺㍺㏦による⮚器㛫ネットワークゎ析. Spring School 

for Theoretical Biology 2023, 広島大学, 2023.3.7-10, ポスター 

51. 小ụ二元, 吉戸㤶奈, 本⏣┤樹, ⬻⚄⤒回㊰㓄⥺メカニズムのゎ明に向けたデータ㥑動型ゎ

析手ἲの㛤Ⓨ. Spring School for Theoretical Biology 2023, 広島大学, 2023.3.7-10, ポスター 

52. ▮⏣♸一㑻, ㄆ▱⑌患㐍⾜の数⌮モデリング. ⌮ㄽ⏕≀学スプリングスクール 2023, 広島大

学, 2023.3.9, 口㢌 

◎53. ⚟井㞞也, 斉⸨ ⛱, 本⏣┤樹, ⣽⬊㦵格モデルを⏝いた, アクチン㞟合体の⮬己⤌⧊化と

⣽⬊⭷変形のゎ析. Spring School for Theoretical Biology 2023, 広島大学, 2023.3.7-10, ポスター 

54. ⸨原┿奈, 本⏣┤樹, 恒常性強化学⩦による㌟体≧態のフィードフォワード制御モデル~⢭

⚄⑌患Ⓨ⑕㐣⛬の⾲⌧~. Spring School for Theoretical Biology, 広島大学, 2023.3.7-10, ポスタ

ー 

55. 川⏣㱟㍜, 太⏣亮作, 本⏣┤樹, ⏕≀学ⓗ▱ぢを導入したガウス㐣⛬回帰による人工タンパ

ク㉁性⬟予 手ἲ. Spring School for Theoretical Biology 2023, 広島大学, 2023.3.7-10, ポスター 

◎56. 東㔝伊⧊, 横山 寛, 伊⸨ ㄹ, 㞵森㈼一, 本⏣┤樹, リスク㑅択⾜動時におけるグ憶の情報

処⌮㐣⛬のデータ㥑動ⓗゎㄞ. CPSY コース東京 2023, 「国❧⢭⚄, ⚄⤒医⒪◊✲センター」, 

2023.3.1-2, ポスター 

57. ⸨原┿奈, 本⏣┤樹, 恒常性強化学⩦による㌟体≧態のフィードフォワード制御モデル~⢭

⚄⑌患Ⓨ⑕㐣⛬の⾲⌧~. CPSY コース東京 2023, 「国❧⢭⚄, ⚄⤒医⒪◊✲センター」, 

2023.3.1-2, ポスター 

58. 吉戸㤶奈, 本⏣┤樹, 数⌮モデルによる抗原の有害/↓害㆑別メカニズムのゎ明. ➨ 23 回免

␿サマースクール, 大㜰大学会㤋, 2022.8.22-25, 口㢌 

59. Kana Yoshido, Honda Naoki, Adaptive discrimination between harmful and harmless antigens in 

immune system based on mathematical modeling. ➨ 51 回日本免␿学会学⾡㞟会, ⇃本城ホール, 

2022.12.7-9, ポスター 

◎60. 東㔝伊⧊, 横山 寛, 㞵森㈼一, 本⏣┤樹, ⮬⏤エネルギー原⌮に基づくリスク㑅択⾜動時

におけるⴱ⸨のデータ㥑動ⓗゎㄞ. ⬻と心のメカニズム 冬のワークショップ 2023, 北ᾏ㐨

ルスツリゾートホテル&コンペンション, 2023.1.5-7, ポスター 

61. Mana Fujiwara, Sana Ishikawa, Naoki Honda, Two-dimensional homeostatic reinforcement learning 

model explains classical conditioning reactions. 学⾡変㠉 B「クオリア構㐀と情報構㐀の㛵係性

⌮ゎ」㡿域会㆟, 春日㔝国㝿フォーラム ⏉, 2022.12.2-4, ポスター 
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◎62. ⚟井㞞也, 斉⸨ ⛱, 本⏣┤樹, ⣽⬊㦵格モデルによるアクチン㞟合体のシミュレーション. 

メカノバイオウㄽ会 2022, オンライン, 2022 年 12 月 13 日, ポスター 

63. 山⏣恭史, Ώ㒊佑┿, 佐々木晋一, ὸ⏣㝯昭, 㣕㱟志ὠ子,『コウモリの⏕≀ソナーデザイン

を模倣した⮬律㣕⾜ドローンによる㞀害≀回㑊㣕⾜―サーモホンを⏝いた㠀⥺形 FM 㡢によ

る✵中㉸㡢Ἴナビゲーションの実㊶―』. 日本㡢㡪学会 2023 年春季◊✲Ⓨ⾲会, オンライン, 

2023 年 3 月 

64. 山⏣恭史,『㧗㏿⪥介㐠動を⾜うコウモリの㡢※定位 メカニズムに㛵する数⌮分析』. Spring 

school of theoretical biology 2023, 広島, 2023 年 3 月 

65. 㙊㏕ ╬, 山⏣恭史,『コウモリの採㣵㣕⾜における㉸㡢Ἴセンシングの意思Ỵ定メカニズム

についての数⌮ゎ析』. Spring school of theoretical biology 2023, 広島, 2023 年 3 月 

66. 山⏣恭史, Ώ㒊佑┿, 佐々木晋一, ὸ⏣㝯昭, 㣕㱟志ὠ子,『コウモリの⏕≀ソナーに学ぶ✵

中㉸㡢Ἴナビゲーションシステム』. ➨ 35 回⮬律分散システム, シンポジウム, 大㜰, 2023

年 1 月 

67. 山⏣恭史,『コウモリを㢟材とした㧗㏿⪥介㐠動を伴う三次元㡢※定位手ἲの⌮ㄽ検ド』. 定

㔞⏕≀学の会 ➨十回年会, 広島, 2022 年 12 月 

68. 加⸨ 宗, 山⏣恭史,『コウモリの㉸㡢Ἴセンシングによる三次元㡢㡪定位手ἲの検ウ』. 定

㔞⏕≀学の会 ➨十回年会, 広島, 2022 年 12 月 

69. 㙊㏕ ╬, 山⏣恭史,『コウモリの㉸㡢Ἴナビゲーションの意思Ỵ定メカニズムについての数

⌮分析』. 定㔞⏕≀学の会 ➨十回年会, 広島, 2022 年 12 月 

70. 山⏣恭史, 㛗㇂川勘太, す山ⴥ⍠ⰼ, Ώ㒊佑┿, 佐々木晋一, ὸ⏣㝯昭, 㣕㱟志ὠ子,『シンプ

ルな⏕≀ソナーデザインに基づく⮬律㣕⾜ドローンのための㡢㡪ナビゲーションシステム

の創Ⓨ―サーモホンを⏝いた㠀⥺形周Ἴ数下㝆 FM 㡢による㉸㡢Ἴナビゲーションの有⏝性

について―』. Robomech 2022, 札幌, 2022 年 6 月 

 

 

計算生命数理学グループ 

構成員㸸斉⸨ ⛱㸦准教授㸧 

 

○◊✲ά動の概せ 

動ⓗで」㞧な⏕命⌧㇟を対㇟として㸪数⌮⏕≀・⏕≀≀⌮学のほⅬから⌮ㄽⓗ◊✲を⾜う。数

⌮モデルゎ析や大つ模数値ィ⟬㸪機械学⩦ゎ析を㏻して様々な⏕≀✀に共㏻する普㐢ⓗな性㉁の

⌮ゎを┠指す。≉に㸪⣽⬊や⤌⧊に⌧れる形態・形≧の⌮ゎを┠指した◊✲を⾜っている。我々

が⏕≀をほ察する時㸪その形≧や動きから「⏕き≀ࠣ픁䎐蓐蟱껀

大つ模数値ィ⟮
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以下の◊✲㞟会を㛤催した。 

1. 本⏣┤樹, 斉⸨ ⛱㸸SSTB2023 -Spring School for Theoretical Biology 2023, 広島大学㸦ミライク

リエ㸧2023.3.6-10 

 

○Ⓨ⾲ㄽ文 

・原ⴭㄽ文 

  ヱ当↓し 

 

・ ⴭ書 

  ヱ当↓し 

 

・ ⥲ㄝ・ゎㄝ 

1. 斉⸨ ⛱, 井元大㍜, ⃝井 哲,㸦⥲ㄝグ事㸧「機械学⩦と数⌮モデリングから⌮ゎする⣽⬊㐟

㉮の変形動態」⏕≀≀⌮ 63 (3) pp.148-152, 日本⏕≀≀⌮学会 2023.  

 

○ㅮ₇➼ 

・国㝿会㆟ 

 招待ㅮ₇ 

   ヱ当↓し 

 一⯡ㅮ₇ 

1. Thoma Itoh, Kazuhiro Aoki, Yohei Kondo, Nen Saito, “Evolutionary mechanism of bow-tie architecture” 

winter q-bio meeting, Hawai, U.S. 2023.2㸦ポスター㸧 

 

・国内学会 

 招待ㅮ₇ 

1. 斉⸨ ⛱,「マクロピノサイトーシス動態の 3D 数⌮モデリング」 数⌮⏕≀学会 シンポジウ

ム「⣽⬊内小器官ダイナミクスの数⌮」, 2022.9 

2. 斉⸨ ⛱,「⣽⬊㐠動動態の機械学⩦ゎ析と数⌮モデリング」 ⌮ㄽ免␿ワークショップ, 2023.3 

◎3. ⚟井㞞也, 斉⸨ ⛱, 本⏣┤樹,「⣽⬊㦵格モデルを⏝いた、アクチン㞟合体の⮬己⤌⧊化と⣽

⬊⭷変形のゎ析」 ➨7回⌮ㄽ免␿学ワークショップ・ライカ㈚会㆟室 Room A, 2023.3 

 一⯡ㅮ₇ 

◎1. ⚟井㞞也, 斉⸨ ⛱, 本⏣┤樹,「⣽⬊㦵格モデルによるアクチン㞟合体のシミュレーション」 

分子⏕≀学会, 幕張メッセ, 2022.11㸦ポスター㸧 

◎2. ⚟井㞞也, 斉⸨ ⛱, 本⏣┤樹,「⣽⬊㦵格モデルによるアクチン㞟合体のシミュレーション」 

定㔞⏕≀学の会 ➨十回年会, 広島大学, 2022.12㸦ポスター㸧 

◎3. ⚟井㞞也, 斉⸨ ⛱, 本⏣┤樹,「⣽⬊㦵格モデルを⏝いた,アクチン㞟合体の⮬己⤌⧊化と⣽

⬊⭷変形のゎ析」Spring School for Theoretical Biology 2023, 広島大学, 2023.3㸦ポスター㸧 

4. 伊⸨冬㤿, 㟷木一ὒ, ㏆⸨ὒ平, 斉⸨ ⛱,「Bow-tie 構㐀の㐍化原⌮」 定㔞⏕≀学の会 ➨十

回年会, 広島大学, 2022.12㸦ポスター㸧 

5. 斉⸨ ⛱,「アクティブ変形⣽⬊モデルに⌧れる⣽⬊形≧㌿⛣⌧㇟」 定㔞⏕≀学の会 ➨十回

年会, 広島大学, 2022.12㸦ポスター㸧 
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6. 嶋村壮太, 斉⸨ ⛱, ▼原⚽⮳,「接╔力を取り入れたアクティブブラウン⢏子モデル」 定㔞

⏕≀学の会 ➨十回年会, 広島大学, 2022.12㸦ポスター㸧 

7. Masato Tsutsumi, Nen Saito, Daisuke Koyabu, Chikara Furusawa,「変分オートエンコーダを⏝いた

下㢡㦵形態の定㔞化」 ⏕≀≀⌮学会, 函㤋アリーナ(北ᾏ㐨), 2022.9㸦ポスター㸧 

8. Sota Shimamura, Nen Saito, Shuji Ishihara,「接╔力を取り入れたアクティブブラウン⢏子モデル

による⣽⬊㞟団㐠動のモデル化」 函㤋アリーナ(北ᾏ㐨), 2022.9㸦ポスター㸧 
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生命理学講座 

分子生物物理学研究グループ 

構成員㸸楯 ┿一㸦教授㸧㸪∦栁克夫㸦准教授㸧㸪大前ⱥ司㸦助教㸧㸪安⏣恭大㸦助教㸧㸪 

Tiwari Sandhya Premnath (助教) 

 

○Ⓨ⾲ㄽ文 

・原ⴭㄽ文 

1. Liao Z., Oyama T., Kitagawa Y., Katayanagi K., Morikawa K., & Oda M., Pivotal role of a conserved 

histidine in Escherichia coli ribonuclease HI as proposed by X-ray crystallography. Acta Cryst. D78, 

390–398, (2022) 

◎2. 安⏣恭大, 楯 ┿一, FUSᾮᾮ┦分㞳の機⬟と⣽⬊内┦分㞳制御機構, ⣽⬊, 54巻, 8号, pp. 26-

29, (2022) 

3. Keisuke Sato, Moeko Sakai, Anna Ishii, Kaori Maehata, Yuki Takada, Kyota Yasuda, Tomoya Kotani, 

Identification of embryonic RNA granules that act as sites of mRNA translation after changing their 

physical properties. ISCIENCE, 25巻, 6号, (2022) 

◎4. Kyota Yasuda, Tomonobu M. Watanabe, Myeong-Gyun Kang, Jeong Kon Seo, Hyun-Woo Rhee, Shin-

ichi Tate, Valosin-containing protein regulates the stability of fused in sarcoma granules in cells by 

changing ATP concentrations, FEBS LETTERS, 596巻, 11号, pp. 1412-1423, (2022) 

・ⴭ書 

1. 大前ⱥ司, 「タンパク㉁のゆらぎ・反応」日本㧗圧力学会┘修「㧗圧力の⛉学・技⾡㎡典」朝

倉書店 pp.368-369 (2022.11) 

・⥲ㄝ・ゎㄝ 

  ヱ当↓し 

 

○ㅮ₇➼ 

・国㝿会㆟ 

 招待ㅮ₇ 

  ヱ当↓し 

 一⯡ㅮ₇ 

  ヱ当↓し 

・国内学会 

 招待ㅮ₇ 

  ヱ当↓し 

 一⯡ㅮ₇ 

1. 安⏣恭大, VCPによるATPを介した➽ⴎ⦰性◳化⑕㛵㐃FUSタンパク㉁㢛⢏の形成制御, 日本

⏕≀≀⌮学会 中四国支㒊会, 2022.5.28, ㏻常, 日本ㄒ 

2. Liao Z., Oyama T., Kitagawa Y., Katayanagi K., Morikawa K., Oda M., Structural basis of the significant 

metal-histidine coordination in E. coli RNaseHI. 日本⏕≀≀⌮学会㸦函㤋㸧, 2022.9.29, Ⓨ⾲␒号

2SDP-5 
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自己組織化学研究グループ 

構成員㸸中⏣ ⪽㸦教授㸧㸪⸨原好恒㸦准教授㸧㸪⸨原昌夫㸦助教㸧㸪松尾宗征㸦助教㸧 

 

○◊✲ά動の概せ 

⮬己⤌⧊化学◊✲グループでは㸪「㠀⥺形・㠀平⾮における動ⓗな⏺㠃⌧㇟」と「強☢場下での

≀⌮化学⏕≀⌧㇟」について◊✲を⾜ってきた。 

㸦中⏣ ⪽㸧 

⮬己㥑動に基づくパターン形成として㸪⭷・⏺㠃における⮬律㐠動⣔のモードスイッチング㸪

光応⟅を♧す化学振動反応の様┦変化㸪㠀⥺形性を指標とした化学応⟅➼の◊✲を⾜った。これ

らは㸪システムに内在する㠀⥺形・㠀平⾮を㸪再⌧性よく抽出し㸪≀⌮化学ⓗにホ価・ά⏝する

◊✲であり㸪国内外にない⊂創ⓗな◊✲である。これらの◊✲成果に㛵して㸪Royal Society of 

Chemistryのe-bookの⦅㞟や招待ㅮ₇・招待ㄽ文など㸪◊✲成果が国㝿ⓗにホ価されている。 

㸦⸨原好恒㸧 

㏆未来の宇宙⎔境利⏝を想定するとき㸪惑星や⾨星によって␗なる☢場㸦㹼15テスラ㸧㸪㟁☢Ἴ

㸦⣸外光㸪可ど光㸧㸪㔜力場㸦微小㔜力㸦≒↓㔜力㸧㸪㐣㔜力㸧の⎔境因子が㸪単⊂で或いは」数が

協同して⏕体反応や挙動に及ぼす影㡪や効果をゎ明することは最㔜せㄢ㢟である。最㏆は㸪日本

人に㌟㏆な㯜⳦の⏕㛗と代ㅰ⏘≀への影㡪や効果が明らかになってきており㸪⏘業利⏝への展㛤

を図っている。 

㸦⸨原昌夫㸧 

常☢性㸪反☢性などの☢Ẽⓗ性㉁㸦☢性㸧は㸪万≀の有する普㐢ⓗな性㉁である。したがって㸪

≀㉁固有の☢性を利⏝すると㸪≀⌮㐣⛬㸪化学㐣⛬の制御が可⬟なことが期待される。このよう

な☢性による分子㞟団制御の㔜せ性にいち早く╔┠し㸪世⏺に先㥑けて10㸫20T⣭の強☢場を⏝い

て㸪☢Ẽ⛉学の新㡿域を㛤拓すべく㸪☢場が≀⌮変化㸪化学反応に与える影㡪について㸪基♏ⓗ

な◊✲を⾜ってきている。 

㸦松尾宗征㸧 

㉸分子化学のど座から⮬律性が㧗い⏕≀様システムの創〇◊✲を⾜った。振動反応や⧞り㏉し

の刺⃭なしに⮬励振動㐠動するᾮ⁲を㛤Ⓨし㸪ㄽ文を投✏した。また㸪マイクロメートルサイズ

の増Ṫする“振り子”の構⠏にも成功している㸦未Ⓨ⾲㸧。このようなアプローチの◊✲は㸪その⊂

創性ゆえに国内外で一定のホ価を得ており㸪本年度も多数の招待ㅮ₇や招待ㄽ文㸪インタビュー

グ事掲㍕に⮳った。⌧在は㸪分子からの㠀⥺形性タィを志向し㸪核㓟をつかったデジタルな㠀⥺

形性制御を模⣴している。 

 

○Ⓨ⾲ㄽ文 

・原ⴭㄽ文 

◎1. M. Matsuo, K. Ejima, S. Nakata, Recursively positive and negative chemotaxis coupling with reaction 

kinetics in self-organized inanimate motion. Journal of Colloid and Interface Science, 2023, 639, 324-

332, DOI: 10.1016/j.jcis.2023.02.039. 

◎2. M. Matsuo, H. Hashishita, S. Tanaka, S. Nakata, Sequentially selective coalescence of binary self-

propelled droplets upon collective motion. Langmuir, 2023, 39, 2073–2079,  

DOI: 10.1021/acs.langmuir.2c03344. 
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◎3. M. Matsuo, K. Yasuda, K. Nishi, M. Kuze, H. Kitahata, Y. Nishiura, S. Nakata, Originating point of 

traveling waves on a spherical field dependent on the nature of substrate surface. The Journal of 

Physical Chemistry C, 2023, 127, 1841-1847, DOI: 10.1021/acs.jpcc.2c08041. 

◎4. M. Kuze, Y. Kubodera, H. Hashishita, M. Matsuo, H. Nishimori, S. Nakata, Self-propulsion mode 

switching of a Briggs-Rauscher droplet. ChemSystemsChem, 2022, 5, e202200030-1-5,  

DOI: 10.1002/syst.202200030. 

5. Y. Okamoto, E. Okita, D. Yamamoto, S. Nakata, A. Shioi, Detection of inhomogeneity after mixing 

solutions by analyzing the chemical wave pattern in the Belousov-Zhabotinsky reaction. Frontiers in 

Physics, 2022, 10, 895824-1-10, DOI: 10.3389/fphy.2022.895824. 

◎6. S. Nakata, M. Yoshikai, Y. Gunjima, M. Fujiwara, Synchronized motion of two camphor disks on a 

water droplet levitated under microgravity. Colloids and Surfaces A, 2022, 655, 130321-1-4,  

DOI: 10.1016/j.colsurfa.2022.130321. 

7. Y. Kubodera, M. Horisaka, M. Kuze, N. J. Suematsu, T. Amemiya, O. Steinbock, S. Nakata, Coexistence 

of oscillatory and reduced states on a spherical field controlled by electrical potential. Chaos, 2022, 32, 

073103-1-7, DOI: 10.1063/5.0097010. 

8. S. Nakata, N. Takahara, Distinction of gaseous mixtures based on different cyclic temperature 

modulations. Sensors and Actuators B, 2022, 359, 131615-1-6, DOI: 10.1016/j.snb.2022.131615. 

◎9. R. Fujita, M. Matsuo, S. Nakata, Multidimensional self-propelled motion based on nonlinear science. 

Frontiers in Physics, 2022, 10, 854892-1-4, DOI: 10.3389/fphy.2022.854892. 

10. T. Sugawara, M. Matsuo, K. Suzuki, Construction of Artificial Cell as an Autonomous Supramolecular 

Machine. Journal of Synthetic Organic Chemistry, Japan, 2022, 80, 1149-1160,  

DOI: 10.5059/yukigoseikyokaishi.80.1149. 

11. M. Matsuo, T. Toyota, K. Suzuki, T. Sugawara, Evolution of Proliferative Model Protocells Highly 

Responsive to the Environment. Life, 2022, 12, 1635-1635, DOI: 10.3390/life12101635. 

 

・ⴭ書 

  ヱ当↓し 

 

・⥲ㄝ・ゎㄝ 

1. 松尾宗征, 㣕⩧するⱝ手◊✲⪅「㉸分子化学で┠指す人工⏕命の創〇」. 化学と工業, 日本化

学会, 75(1), 39-40㸦2022㸧 

2. 松尾宗征, 巻㢌グ事「⏕命㉳※における増Ṫ⬟力⋓得のㅦをゎ明㸟」. 化学, 化学同人, 77(4), 

12-15㸦2022㸧 
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3. M. Matsuo, “Toward What is beyond Self-Assembled Droplets in Universal Origins of Life”, ELSI 

Seminar, Earth-Life Science Institute, Japan, 2023.1.25. 

一⯡ㅮ₇ 

◎1. R. Fujita, M. Matsuo, S. Nakata, “Self-propelled object that feels the amphiphilic molecular layer and 

changes that interaction”. Gordon Research Seminar and Gordon Research Conference on Oscillations 

and Dynamic Instabilities in Chemical Systems, Stonehill College, 2022.7.17-22 

◎2. M. Yotsumoto, M. Matsuo, S. Nakata, “Specific responses of phospholipid membranes depending of 

the structure of odor molecules”, Gordon Research Seminar and Gordon Research Conference on 

Oscillations and Dynamic Instabilities in Chemical Systems, Stonehill College, 2022.7.17-22 

3. S. Nakata, “Self-organized motion based on nonlinearity - Multi-dimensional motion”. Gordon Research 

Seminar and Gordon Research Conference on Oscillations and Dynamic Instabilities in Chemical 

Systems, Stonehill College, 2022.7.17-22 

◎4. M. Yotsumoto, M. Matsuo, S. Nakata, “Dynamic responses of a phospholipid molecular layer to odor 

molecules based on "sniffing"”. JSPS Poland-Japan symposium on spatio-temporal self-organization 

2022, Online, 2022.11.14 

◎5. R. Fujita, N. Takayama, M. Matsuo, M. Iima, S. Nakata, “Self-propelled object reflected in its 3D 

system”.
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◎6. Ụ島佳Ṍ, 松尾宗征, 中⏣ ⪽, “匂い分子の構㐀に依存するリン⬡㉁⭷の≉␗ⓗ応⟅”. ➨73

回コロイドおよび⏺㠃化学ウㄽ会, P3-09, 広島大学東広島キャンパス, 2022年9月22日. 

7. 吉㈅壮⏕, す森 拓,
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1. 植≀⣽⬊およびその㓝⣲⣔を⏕体ゐ媒とする不斉ㄏ㉳反応のゎ明と㛤Ⓨ 

2. ⏕体ゐ媒をά⏝する⎔境ί化㸦Bioremediation㸧ἲの㛤拓 

(C) ⏕体の情報伝㐩機⬟と㜵御機⬟のゎ明――植≀⣽⬊が外㒊からの攻撃や⎔境ストレス㸦化学

≀㉁㸪 度㸪光など㸧を⣽⬊内にどのようにして『情報伝㐩』し㸪『㜵御応⟅』して㌟を守るか

の機構ゎ明 

1. 植≀⣽⬊の情報伝㐩㸪⏕体㜵御やアポトーシスに㛵与している⏕体≀㉁㸦㑇伝子㸪⺮ⓑ㉁㸧

の構㐀・機⬟およびその制御機構のゎ明 

2. ⣽⬊のストレス応⟅における動ⓗプロテオミクスのゎ明 

(D) ⏕体㧗分子の構㐀ゎ析ἲの㛤Ⓨ――㉁㔞分析ἲと化学ⓗ手ἲを⤌み合わせて『㉁㔞情報を構

㐀情報に変換』することによる⏕体㧗分子の新しい分析ἲの㛤Ⓨ 

1. MALDIἲの新つマトリックスの合成及び 定ἲの㛤Ⓨ 

2. ⭷⺮ⓑ㉁のクロスリンカーを⏝いた⭷トポロジーのゎ析 

 

○Ⓨ⾲ㄽ文 

・原ⴭㄽ文 

1. Izumi Shunsuke, Cis-regulatory elements of the cholinergic gene locus in the silkworm Bombyx mori㸹

Insect Molecular Biology (2022), 31(1), 73-84. 

 

・ⴭ書 

  ヱ当↓し 

 

・⥲ㄝ・ゎㄝ 

  ヱ当↓し 

 

◯ㅮ₇➼ 

・国㝿会㆟ 

 招待ㅮ₇ 

  ヱ当↓し 

 一⯡ㅮ₇ 

  ヱ当↓し 

 

・国内学会 

 招待ㅮ₇ 

  ヱ当↓し 

一⯡ㅮ₇ 

1. 山口愛Ṍ, ⚟山⿱子, ⏣中⪔一, Ἠ 俊㍜,「4-Hydroxychalcone を⏝いた MALDI-ISD による

ペプチドのフラグメンテーション」. ➨70回㉁㔞分析⥲合ウㄽ会, ⚟岡国㝿会㆟場, 2022年6

月22日 

2. 㰻⸨㐶平, 山口愛Ṍ, ⚟山⿱子, ⏣中⪔一, Ἠ 俊㍜,「大Ẽ圧MALDI-MSを利⏝したペプチド

の構㐀ゎ析方ἲ」. ➨70回㉁㔞分析⥲合ウㄽ会, ⚟岡国㝿会㆟場, 2021年6月22日 
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3. ⨾⏑ ᾴ, Ἠ 俊㍜,「モンシロチョウ(Pieris rapae)の「フェロモン」はどこにあるのか」. ➨70

回㉁㔞分析⥲合ウㄽ会, ⚟岡国㝿会㆟場, 2022年6月23日 

4. ⨾⏑ ᾴ, ✄ⴥ昂⣖, Nguyen Thuy Trang, 森下史ᾈ, Ἠ 俊㍜,「モンシロチョウ(Pieris rapae)の

オスはサナギ期に㠀メバロン㓟⤒㊰によりゲラニオールの⏕合成を⾜う」. ➨66回 㤶料・テ

ルペンおよび⢭Ἔ化学に㛵するウㄽ会, ⌰⌫大学, 2022年11月6日 

 

 

分子遺伝学研究グループ 

構成員㸸山本 卓㸦教授㸧㸪坂本尚昭㸦准教授㸧㸪佐久㛫哲史㸦准教授㸧㸪ⴠ合 博㸦准教授㸧㸪 

杉 拓☻㸦准教授㸧㸪中坪㸦光Ọ㸧敬子㸦助教㸧㸪⣽⩚康介㸦助教㸧㸪  

栗⏣朋和㸦≉任助教㸧 

 

○◊✲ά動の概せ 

本◊✲室では㸪棘⓶動≀のウニをモデル動≀として㸪動≀の形態形成に㛵わる㑇伝子の機⬟と

作⏝機構について◊✲を展㛤している。初期⬇での㑇伝子Ⓨ⌧ダイナミクスをゎ析するために㸪

分子イメージングの技⾡を取り入れた定㔞ⓗゎ析ἲを☜❧し㸪⏕命⛉学の新しい◊✲分㔝の㛤拓

に努めている。さらに㸪人工DNA切断㓝⣲のジンクフィンガーヌクレアーゼ㸦ZFN㸧㸪transcription 

activator-like effector㸦TALE㸧ヌクレアーゼ㸦TALEN㸧㸪CRISPR-Cas9の作〇方ἲを☜❧し㸪様々な

⣽⬊㸦哺乳㢮⣽⬊およびiPS⣽⬊㸧や⏕≀㸦微⣽⸴㢮㸪ウニ㸪ゼブラフィッシュ㸪カエル㸪イモリ㸪

マウス㸪ラット㸪マーモセット㸧での㑇伝子改変技⾡㸦ゲノム⦅㞟技⾡㸧の㛤Ⓨを㸪国内外の共同

◊✲として⾜っている。人工DNA切断㓝⣲を⏝いたゲノム⦅㞟に㛵するコミュニティ㸦日本ゲノ

ム⦅㞟学会㸪ゲノム⦅㞟⏘学共創コンソーシアム㸧を形成し㸪この技⾡の情報Ⓨ信と国内の共同

◊✲体制の構⠏を┠指している。本◊✲室の◊✲テーマを以下に♧す。 

 

 㸯㸬人工DNA切断㓝⣲㸦ZFN㸪TALENとCRISPR-Cas9㸧を⏝いたゲノム⦅㞟技⾡の㛤Ⓨ 

 㸰㸬ゲノム⦅㞟による⑌患モデルの⣽⬊や動≀の作〇 

 㸱㸬ゲノム⦅㞟による有⏝微⏕≀の作出 

 㸲㸬㌿写ㄪ⠇の分子機構・核構㐀と㑇伝子Ⓨ⌧ㄪ⠇に㛵する◊✲ 

 㸳㸬両⏕㢮のⓎ⏕および変態メカニズムのゎ明 

 㸴㸬棘⓶動≀の成体原基⣽⬊の形成と再⏕に㛵する◊✲ 

 㸵㸬形態形成における⣽⬊外基㉁の機⬟に㛵する◊✲ 

 キーワード㸸㑇伝子Ⓨ⌧㸪Ⓨ⌧ㄪ⠇㸪ゆらぎ㸪形態形成㸪⏕Ṫ⣽⬊㸪Ⓨ⏕㸪㐍化㸪棘⓶動≀㸪 
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3. Kinjo S., Kiyomoto M., Suzuki H., Yamamoto T., Ikeo K., Yaguchi S., TrBase: A genome and 

transcriptome database of Temnopleurus reevesii. Dev Growth Differ, 64, 210-218, 2022 

◎4. Ohishi H., Shimada S., Uchino S., Li J., Sato Y., Shintani M., Owada H., Ohkawa Y., Pertsinidis A., 

Yamamoto T., Kimura H., Ochiai H., STREAMING-tag system reveals spatiotemporal relationships 

between transcriptional regulatory factors and transcriptional activity. Nat Commun, 13, 7672, 2022 

5. Hosoba K., Generation of a novel disease model mouse for mucopolysaccharidosis type VI via 

c.252T>C human ARSB mutation knock-in. Biochem Biophys Rep, 31, 101321, 20226, 2022 

◎6. Jonusaite S., Oulhen N., Izumi Y., Furuse M., Yamamoto T., Sakamoto N., Wessel G., Heyland A., 

Identification of the genes encoding candidate septate junction components expressed during early 

development of the sea urchin, Strongylocentrotus purpuratus, and evidence of a role for Mesh in the 

formation of the gut barrier. Dev Biol, 495, 21-34, 2023 

◎7. Takashina T., Matsunaga A., Shimizu Y., Sakuma T., Okamura T., Matsuoka K., Yamamoto T., Ishizaka 

Y., Robust protein-based engineering of hepatocyte-like cells from human mesenchymal stem cells. 

Hepatol Commun, 7, e0051, 2023 

◎8. Tanihara F., Hirata M., Namula Z., Do LTK., Yoshimura N., Lin Q., Takebayashi K., Sakuma T., 

Yamamoto T., Otoi T., Pigs with an INS point mutation derived from zygotes electroporated with 

CRISPR/Cas9 and ssODN. Front Cell Dev Biol, 11, 884340, 2023 

◎9. Ezaki R., Sakuma T., Kodama D., Sasahara R., Shiraogawa T., Ichikawa K., Matsuzaki M., Handa A., 

Yamamoto T., Horiuchi H., Transcription activator-like effector nuclease-mediated deletion safely 

eliminates the major egg allergen ovomucoid in chickens. Food Chem Toxicol, 175, 113703, 2023 

◎10. Ohga H., Shibata K., Sakanoue R., Ogawa T., Kitano H., Kai S., Ohta K., Nagano N., Nagasako T., 

Uchida S., Sakuma T., Yamamoto T., Kim S., Tashiro K., Kuhara S., Gen K., Fujiwara A., Kazeto Y., 

Kobayashi T., Matsuyama M., Development of a chub mackerel with less-aggressive fry stage by 

genome editing of arginine vasotocin receptor V1a2. Sci Rep, 13, 3190, 2023 

◎11. Watanabe K., Fujita M., Okamoto K., Yoshioka H., Moriwaki M., Tagashira H., Awazu A., Yamamoto 

T., Sakamoto N., The crucial role of CTCF in mitotic progression during early development of sea 

urchin. Dev Growth Differ, 2023 in press 

◎12. Tahara M., Higurashi N., Hata J., Nishikawa M., Ito K., Hirose S., Kaneko T., Mashimo T., Sakuma T., 

Yamamoto T., Okano HJ., Developmental changes in brain activity of heterozygous Scn1a knockout 

rats. Front Neurol, 14, 1125089, 2023 

 

○ⴭ書 

1. 山本 卓, ゲノム⦅㞟と医学・医⒪への応⏝, 　⳹房 

 

○⥲ㄝ・ゎㄝ 

◎1. Hosoba K., Morita T., Zhang Y., Kishi H., Yamamoto T., Miyamoto T., High-efficient CRISPR/Cas9-

mediated gene targeting to establish cell models of ciliopathies. Methods Cell Biol, 175, 85-95, 2023 

◎2. Ochiai H., Yamamoto T., Construction and Evaluation of Zinc Finger Nucleases. Methods Mol Bio, 

2637, 1-25, 2023 

◎3. Sakuma T., Yamamoto T., Updated Overview of TALEN Construction Systems. Methods Mol Biol. 

2637:27-39, 2023 

◎4. Kimura S., Morita T., Hosoba K., Itoh H., Yamamoto T., Miyamoto T., Cholesterol in the ciliary 

membrane as a therapeutic target against cancer. Front Mol Biosci, 10, 1160415, 2023 
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◎5. Kunii A., Yamamoto T., Sakuma T., Design, Construction, and Validation of Targeted Gene Activation 

with TREE System in Human Cells. Methods Mol Biol, 2577, 211-226, 2023 

6. Sakuma T., From nuclease-based gene knock-in to prime editing – promising technologies of precision 

gene engineering. Gene Genome Ed, 3–4, 100017, 2022 

7. McGrail M., Sakuma T., Bleris L., Genome editing. Sci Rep, 12, 20497, 2022 

8. す川想大, 佐久㛫哲史, ゲノム⦅㞟技⾡. ⭈と㏱析, 94, 353-357, 2023 

 

○国㝿会㆟でのㅮ₇ 

 招待ㅮ₇ 

1. Sakuma T, From nuclease-based genome editing to DNA double-strand break-free precision gene 

engineering. International Symposium on Nanomedicine 2022 (ISNM2022), 2022.12, Tokushima, 

Japan 

 一⯡ㅮ₇ 

◎1. Kawai M., Takahashi K., Takenaga M., Inoue Y., Nakade S., Sakamoto N., Sakuma T., Yamamoto T., 

Development of concurrent MMEJ-assisted fusional knock-in technique to insert a long gene cassette 

in human cells and mouse embryos mediated by CRISPR-Cas9. Cold Spring Harbor Laboratory 

meeting - Genome Engineering: CRISPR Frontiers, 2022.8, Cold Spring Harbor, NY, USA 

◎2. Sakuma T., Nishibori N., Yoshima T., Yamamoto T., Highly specific and efficient C-to-T and A-to-G 

base editing with TALE-deaminases assisted by Type I or Type II CRISPR systems. Cold Spring Harbor 

Laboratory meeting - Genome Engineering: CRISPR Frontiers, 2022.8, Without Invitation, English, 

Cold Spring Harbor, NY, USA 

◎3. Sasaguri H., Sato K., Kumita W., Inoue T., Kurotaki TY., Seki F., Yurimoto T., Nagata K., Mihira N., 

Sato K., Sakuma K., Yamamoto T., Tagami M., Manabe R., Ozaki K., Okazaki Y., Sasaki E., Saido T., 

Generation of non-human primate models of Alzheimer's disease. AD/PD 2023 Alzheimer's & 

Parkinson's Diseases Conference, 2023.3, Gothenburg, Sweden 

◎4. Nakamae K., Yamamoto K., Takenaga M., Nakade S., Tagashira N., Nazuka I., Awazu A., Sakamoto N., 

Sakuma T., Yamamoto T., Sequence-based parameters contributing to the efficiency and accuracy of 

MMEJ-assisted knock-in and Prime Editing. FASEB Science Research Coference - The Genome 

Engineering Conference: Cutting-edge Research and Applications, 2022.6, Lisbon, Portugal 

◎5. Sakuma T., Nishibori N., Yoshima T., Yamamoto T., HIGHLY SPECIFIC AND EFFICIENT C-TO-T 

AND A-TO-G BASE EDITING BY CAS9 AND TALE COOPERATION. FASEB Science Research 

Coference - The Genome Engineering Conference: Cutting-edge Research and Applications, 2022.6, 

Lisbon, Portugal 

◎6. Rahmawati Aisyah, Noriyasu Ohshima, Daiki Watanabe, Tetsushi Sakuma, Yoshiko Nakagawa, 

Thanutchaporn Kumrungsee, Shinji Miura, Takashi Yamamoto, Masanobu Wada, Noriyuki Yanaka, 

Functional relationship between phosphatidylcholine profiles and skeletal muscle function - Metabolic 

analyses of skeletal muscle-specific GDE5 deficient mouse. 22nd IUNS-International Congress of 

Nutrition, 2022.12, Tokyo, Japan 

◎7. Mayu Tahara, Norimichi Higurashi, Junichi Hata, Masako Nishikawa, Ken Ito, Shinichi Hirose, 

Takehito Kaneko, Tomoji Mashimo, Tetsushi Sakuma, Takashi Yamamoto, Hirotaka J Okano, 

Developmental Changes in Brain Activity in Scn1a knockout rats: Analysis Using Manganese-

Enhanced Magnetic Resonance Imaging. The American Epilepsy Society 2022 Annual Meeting, 

2022.12, Nashville, Tennessee, USA 

◎8. Kazuki Nakamae, Shota Nakade, Naoaki Sakamoto, Tetsushi Sakuma, Takashi Yamamoto, Pitch 

Designer 2.0: Fully Automated Sequence Design Tool for CRISPR-Cas9-Mediated Knock-in Using 

Template for Short Homology-Based DSB Repair. Plant and Animal Genome Conference / PAG 30, 

2023.1, San Diego, CA, USA 
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○国内学会でのㅮ₇ 

 招待ㅮ₇ 

1. 山本 卓, ゲノム⦅㞟とはどんな技⾡なのか. ➨40回日本受⢭╔床学会⥲会・学⾡ㅮ₇会
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ンライン, 2022年6月6日-8日 

◎5. 佐⸨㈼哉, ➲栗弘㈗, Ữ⏣和ḷ子, 佐久㛫哲史, 山本 卓, す㐨㝯⮧, 佐々木えりか, ゲノム⦅

㞟技⾡を⏝いたアルツハイマー⑓モデルマーモセットの作出. 日本ゲノム⦅㞟学会➨7回大

会, オンライン, 2022年6月6日-8日 

◎6. 佐久㛫哲史, す堀奈✑子, 吉㛫忠彦, 山本 卓, Cas9とTALEの協働によるC→TおよびA→Gの

≉␗ⓗで㧗効⋡な塩基⦅㞟. 日本ゲノム⦅㞟学会➨7回大会, オンライン, 2022年6月6日-8日 

◎7. 坂本尚昭, Ώ㎶㛤智, ⢖ὠ暁⣖, 山本 卓, ムラサキウニにおけるCRISPR/Cas9システムを⏝

いたゲノム⦅㞟. 日本ゲノム⦅㞟学会➨7回大会, オンライン, 2022年6月6日-8日 

◎8. 山口Ὀ暉, 㧘橋ⴥ子, 佐久㛫哲史, 山本 卓, ῝⃝拓也, 根岸ὒ一, ㉸㡢Ἴ応⟅性ナノバブル

によるCRISPRiシステムを利⏝した⭘⒆増Ṫ抑制効果. ➨38回日本DDS学会学⾡㞟会, オン

ライン, 2022年6月29日-30日 

◎9. 小本哲史, 坂本尚昭, ⢖ὠ暁⣖, バフンウニ性Ỵ定機構ゎ明に向けたドラフトゲノム㓄列の

再構⠏. 日本動≀学会➨93回大会, 早✄⏣, 2022年9月8日-10日 

◎10. Ώ㎶㛤智, ⸨⏣ 恵, 岡本和子, 吉岡 一, 森⬥三㈗, ⢖ὠ暁⣖, 山本 卓, 坂本尚昭, ウニ初

期Ⓨ⏕における
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replacement with highly multiplexed CRISPR-Cas9. ➨45回日本分子⏕≀学会年会, 幕張, 2022年

12月6日-8日 

◎21. 中㇂一┿, 古樫ᾈ之, 佐久㛫哲史, 山本 卓, ➹宝⩏㝯, 末Ọ㞝介, CRISPR-dCas9による

MYCN㑇伝子座におけるOCT4⤖合の㜼害は,RNAの⩻ヂ効⋡低下を伴った⚄⤒ⱆ⭘⣽⬊Ṛを

ㄏ導する. ➨45回日本分子⏕≀学会年会, 幕張, 2022年12月6日-8日 

◎22. ➲栗弘㈗, 佐⸨㈼哉, Ữ⏣和ḷ子, 井上㈗史, 㯮⁪㝧子, 㛵布⨾子, 圦本晃ᾏ, ⸨岡 亮, 三

平尚⨾, Ọ⏣健一, 佐久㛫哲史, 山本 卓, ⏣上㐨平, ┾㘠⌮一㑻, 尾崎 心, 岡㷂康司, Ọ井

⿱司, 南本敬史, 樋口┿人, 佐々木えりか, す㐨㝯⮧, ゲノム⦅㞟技⾡を利⏝したアルツハイ

マー⑓モデル動≀作〇とゎ析. ➨12回日本マーモセット◊✲会大会, オンライン, 2023年2月

7日-8日 

◎23. 佐⸨㈼哉, ➲栗弘㈗, Ữ⏣和ḷ子, 佐久㛫哲史, 山本 卓, す㐨㝯⮧, 佐々木えりか, ゲノム

⦅㞟技⾡を⏝いたアルツハイマー⑓モデルマーモセットの作出. ➨12回日本マーモセット◊

✲会大会, オンライン, 2023年2月7日-8日 

◎24. Kayo Toishigawa, Kenta Magoori, Taro Edahiro, Hiroyuki Sato, Saori Fukunaga, Yasuko Honjo, 

Hiroshi Ureshino, Tetsushi Sakuma, Takashi Yamamoto, Ryuji Suzuki, Tatsuo Ichinohe, Targeted TCR 

gene editing using Platinum TALEN and long single-stranded DNA donor template. ➨45回日本㐀

⾑・免␿⣽⬊⒪ἲ学会⥲会, 名古屋, 2023年2月10日-12日 

◎25. 上⏣ 実, ⱝ森昌⪽, ṊỌ充ṇ, ▼⏣㡰子, 佐久㛫哲史, 山本 卓, 梅原崇史, 㛵原 明, 植≀

ヌクレオソーム再構成を利⏝したヒストンH2Bアセチル化修㣭によるDNA-ヒストン㛫┦互

作⏝への影㡪ホ価. ➨64回日本植≀⏕⌮学会年会, 仙台, 2023年3月10日-17日 

◎26. 山口Ὀ暉, 㧘橋ⴥ子, 佐久㛫哲史, 山本 卓, ῝⃝拓也, 根岸ὒ一, ㉸㡢Ἴ応⟅性ナノバブル

によるゲノム⦅㞟㑇伝子デリバリーに伴う⭘⒆増Ṫ抑制効果. 日本⸆学会➨143年会, 札幌, 

2023年3月25日-28日 

 

 

分子形質発現学研究グループ 

構成員㸸坂本 敦㸦教授㸧㸪島⏣⿱士㸦准教授㸧㸪㧗橋⨾佐㸦助教㸧㸪 

岡㷂久⨾子㸦共同◊✲ㅮ座助教㸧 

 

○◊✲ά動の概せ 

本◊✲室では㸪植≀に≉徴ⓗな㧗次⏕命⌧㇟を司る分子基┙とその制御機構について㸪㑇伝子㸪

代ㅰ㸪分化・形態などの幅広いどⅬから◊✲している。とりわけ㸪不断に変化する⏕⫱⎔境への

㐺応・⏕存を可⬟にする代ㅰㄪ⠇機⬟や㸪植≀の主せ機⬟を担うⴥ⥳体のバイオジェネシスにὀ

┠している。また㸪これらの植≀機⬟のゎ明◊✲を㏻じて㸪㐣㓞⎔境でも⏕存可⬟で㧗い⏕⏘ポ

テンシャルを有する植≀の創出◊✲も⾜っている。さらに㸪平成29年度より分子㑇伝学◊✲グル

ープと協力し㸪微⣽⸴㢮を対㇟にバイオ⇞料の㛤Ⓨに取り⤌む共同◊✲ㅮ座㸦次世代⮬動㌴エネ

ルギー共同◊✲ㅮ座・⸴㢮エネルギー創成◊✲室㸧を㛤タし㸪⏘学共創◊✲も推㐍している。 

(1) 植≀の成㛗⏕存戦␎と代ㅰ機⬟制御 

⊂❧栄㣴を営む植≀は㸪動≀とẚ㍑して㐭かに多様で」㞧な≀㉁代ㅰ⣔を有するが㸪その固

╔性が故に厳しい⎔境変動を⏕き抜くために代ㅰが担う役割も極めて大きい。即ち㸪㐣㓞⎔境

下の㐺応応⟅や恒常性の⥔持などの⏕命⌧㇟においては様々な≀㉁代ㅰが㛵与しているが㸪植

≀代ㅰ⣔は単に多彩なだけでなく㸪⏕⫱⎔境の変動に応じて代ㅰの⏕⌮ⓗ役割を合┠ⓗに変換
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する柔㌾性をも兼ね備えている。このような多機⬟性を有した植≀代ㅰのダイナミズムを㸪㐠

動⬟力の欠如を⿵う植≀の“したたか”な成㛗⏕存戦␎の一⎔と捉え㸪その制御に㛵わる分子

機構や㑇伝子ネットワークのゎ明◊✲を㐍めている。また㸪シグナル伝㐩やストレス傷害とい

ったṇ㈇両㠃の⏕⌮作⏝を持つά性㓟⣲やά性❅⣲の植≀代ㅰ機⬟に↔Ⅼを⤠った◊✲も展㛤

している。亜◪㓟ẘ性や◪㓟㐣剰㞀害㸪大Ẽở染など㸪ά性❅⣲の㛵わりが♧唆されている㎰

業・⎔境問㢟にも㛵心があり㸪大Ẽ中のά性❅⣲㓟化≀の植≀⏕⌮作⏝などもゎ析している。 

(2) ⴥ⥳体のⓎ㐩機構 

植≀⣽⬊においてⴥ⥳体は光合成を⾜うだけでなく㸪❅⣲・◲㯤代ㅰ㸪アミノ㓟合成㸪植≀

ホルモン合成➼を⾜う㔜せな⣽⬊小器官である。また㸪⥳Ⰽ⤌⧊以外においてⴥ⥳体はカロテ

ノイドやデンプンを㈓ⶶする㉥Ⰽ・㯤Ⰽ・ⓑⰍのⰍ⣲体へと形㉁㌿換する。植≀の主せ機⬟を

担うⴥ⥳体やⰍ⣲体が形成されるメカニズムゎ明を┠ⓗとして㸪㑇伝学・分子⣽⬊⏕≀学・⏕

⌮学ⓗ手ἲ➼を⏝いて◊✲を⾜っている。また㸪ⴥ⥳体の㔜せな機⬟の一つである光合成に㛵

して㸪Ⓨ⏕した㓟⣲分子による光合成タンパク㉁の㓟化と光合成機⬟低下にὀ┠してゎ析を⾜

っており㸪これらの◊✲を㏻して光合成ά性上昇植≀の⫱✀を┠指している。 

(3) 植≀や光合成⸴㢮の機⬟㛤Ⓨと応⏝◊✲ 

上グの◊✲から得られた成果をもとに㸪㐣㓞⎔境でも⏕⫱する作≀や㸪光合成機⬟の強化を

㏻じて⏕⏘⬟力が増大した作≀㸪⎔境ở染の改善に役❧つ植≀などを創出する◊✲も⾜ってい

る。また㸪㧗度に⬡㉁を⵳✚する⬟力に優れた光合成微⣽⸴㢮をプラットフォームとして㸪➨

三世代のバイオエネルギー⏕⏘や㧗付加価値≀㉁の探⣴にも取り⤌んでいる。 

 

○Ⓨ⾲ㄽ文 

・原ⴭㄽ文 

〇1. Yuto Oogo, Miho Takemura, Atsushi Sakamoto, Norihiko Misawa, Hiroshi Shimada (2022) Orange 

protein, phytoene synthase regulator, has protein disulfide reductase activity. Plant Signaling & 

Behavior 17: 2072094. 

 

・ⴭ書 

ヱ当↓し 

 

・⥲ㄝ・ゎㄝ 

ヱ当↓し 

 

○ㅮ₇➼ 

・国㝿会㆟ 

 招待ㅮ₇ 

  ヱ当↓し 

 一⯡ㅮ₇ 

  ヱ当↓し 
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・国内学会 

 招待ㅮ₇ 

  ヱ当↓し 

 一⯡ㅮ₇ 

〇1. Yutong Song, Tayebeh Abedi, Hiroshi Shimada, Atsushi Sakamoto, Stress-induced dynamic changes 

in the subcellular localization of ß-glucosidase involved in ABA production. ➨64回日本植≀⏕⌮

学会年会, 2023年3月17日, 仙台㸦東北大学川内キャンパス㸧 

◎2. 保⛉ 㛤, 岩井㞞子, 岡崎久⨾子, 栗⏣朋和, 前⏣┿一㑻, 㧗ぢ明⚽, 唐司典明, 下嶋⨾恵, 山

本 卓, 坂本 敦, 太⏣啓之, Nannochloropsis oceanica NIES-2145 におけるランダム変␗導入

によるἜ⬡㧗⵳✚株の単㞳とゎ析. ➨64回日本植≀⏕⌮学会年会, 2023年3月13日-17日, 仙台

㸦東北大学川内キャンパス㸧 

◎3. 栗⏣朋和, ㅖ井桂之, 岩井㞞子, 岡崎久⨾子, 㔝村ㄔ἞, 前⏣┿一㑻, 㧗ぢ明⚽, 坂本 敦, 太

⏣啓之, 佐久㛫哲史, 山本 卓, 微⣽⸴㢮におけるキャリア DNA フリーの㟁Ẽ✸孔ἲを⏝い

た⬺ⴠ可⬟TALENによる外来㑇伝子フリーゲノム⦅㞟 . 日本ゲノム⦅㞟学会➨7回大会, 

2022年6月6日-8日, オンライン㛤催 

 

 

遺伝子化学研究グループ 

構成員㸸ὠ⏣㞞㈗㸦助教㸧㸪ΎỈ┤Ⓩ㸦助教㸧 

 

○◊✲ά動の概せ 

(1) ゲノム損傷修復に㛵する◊✲ 

  ⏕≀の㑇伝情報を担うゲノムDNAには㸪Ỉとの接ゐによる加Ỉ分ゎや好Ẽⓗな代ㅰによりⓎ

⏕するά性㓟⣲による㓟化が⤯え㛫なく㉳こっている。さらに㸪⎔境中の化学≀㉁や放射⥺へ

の暴㟢により㸪ゲノム損傷⏕成はさらに加㏿される。⏕じたゲノム損傷が㐺切に修復されない

と㸪⣽⬊Ṛや✺↛変␗がㄏⓎされる。✺↛変␗は㑇伝情報が変化させ⒴や㑇伝⑓の原因となる。

したがって㸪⏕≀が㧗い⢭度で㑇伝情報を⥔持していくためには㸪ゲノムに⏕じた損傷㸦きず㸧

を効⋡よく修復していく必せがある。このメカニズムゎ明にむけて㸪⏕化学ⓗおよび分子⏕≀

学ⓗなほⅬから◊✲を㐍めている。 

(2) ゲノム損傷検出に㛵する◊✲ 

  ⎔境中の化学≀㉁や放射⥺㸪および抗がん剤はゲノムに多様な損傷をㄏⓎする。ㄏⓎされる

損傷の中で㸪DNA-タンパク㉁クロスリンク㸦DPC㸧およびDNA-DNAクロスリンク㸦ICL㸧は㧗

い⣽⬊⮴Ṛ効果を♧す。化学≀㉁㸪放射⥺㸪および抗がん剤の⏕≀影㡪の原因を分子レベルで

ゎ明するため㸪DPCおよびICL損傷の㧗感度な検出ἲを㛤Ⓨしている。 

 

○Ⓨ⾲ㄽ文 

・原ⴭㄽ文 

1. Rifat A., Rasel M., Maminur R., Takeda S., Sasanuma H., Tanaka H., Murakawa Y., Shimizu N., Salma 

A., Takagi M., Sunada T., Akamatsu S., Gang H., Itou J., Toi M., Miyazi M., Tsutsui M., Keeney S., 

Yamada S., ATM suppresses c-Myc overexpression in the mammary epithelium in response to estrogen. 

Cell Report. 42(1), 11909, 2023 
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2. Yamashita S., Tanaka M., Ida C., Kouyama K., Nakae S., Matsuki T., Tsuda M., Shirai T., Kamemura 

K., Nishi Y., Moss J., Miwa M., Physiological levels of poly(ADP-ribose) during the cell cycle regurate 

HeLa cell proliferation. Experimental cell research. 417(1), 113163, 2022 

3. Nakano T., Moriwaki T., Tsuda M., Miyakawa M., Hanaichi Y., Sasanuma H., Hirota K., Kawanishi M., 

Ide H., Tano K., Bessho T., SPRTN and TDP1/TDP2 independently suppresses 5-Aza-2’-

deoxycytidine-induced genomic instability in human TK6 cell line. Chemical research in Toxicology. 

35, 2059-2067, 2022 

4. Salma A., Shimba A., Ikuta K., Rasel M., Yamada S., Sasanuma H., Tsuda M., Sone M., Ago Y., Murai 

K., Tanaka H., Takeda S., Physiological concentration of glucocorticoids induce pathological DNA 

double-strand breaks. Genes to Cells. 28(1), 53-67, 2022 

 

・ⴭ書 

  ヱ当↓し 

 

・⥲ㄝ・ゎㄝ 

  ヱ当↓し 

 

○ㅮ₇➼ 

・国㝿会㆟ 

 招待ㅮ₇ 

  ヱ当↓し 

 一⯡ㅮ₇ 

ヱ当↓し 

 

・国内学会 

招待ㅮ₇ 

◎1. Shimizu N., Tsuda M., Ide H., Effect of Radiation on the early development of sea urchin and xenopus 

in the presence of DNA repair inhibitor.㸦ポスターⓎ⾲㸧⚟島大学⎔境放射⬟◊✲所➨9回成果報

告会, ⌧地㛤催, 2023年2月13日 

2. ὠ⏣㞞㈗, チロシル-DNA ホスホジエステラーゼが㛵与する新つな DNA 二本㙐切断修復⤒

㊰.㸦口㢌Ⓨ⾲㸧日本放射⥺影㡪学会➨ 65 回大会, ⌧地㛤催, 2022 年 9 月 15 日 

一⯡ㅮ₇ 

◎1. ΎỈ┤Ⓩ, ὠ⏣㞞㈗, 低㓟⣲条件下でX⥺がㄏⓎするDNA損傷の修復機構-DNA修復欠損⣽⬊

パネルを⏝いたゎ析.㸦㟁子ポスターⓎ⾲㸧日本⎔境変␗原ゲノム学会➨51回大会, ⌧地㛤

催, 2022年11月15日 

◎2. ΎỈ┤Ⓩ, 井出 博, ὠ⏣㞞㈗, チロシル-DNA ホスホジエステラーゼ 2 による DNA にトラ

ップされたトポイソメラーゼ 1 の㝖去機構.
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1-4-3 各種研究員と外国人留学生の受入状況 

・広島大学◊✲員㸦2022.4-2022.11㸧山下博士 

・広島大学◊✲員㸦2021.4-㸧 㔠子㈗㍤ 

・広島大学◊✲員㸦2021.10-㸧 ▮⏣⿱一㑻 

・広島大学◊✲員㸦2022.4-㸧 太⏣亮作 

・キャリア・アドバンスメント・プロジェクト㸦CAP㸧◊✲員㸦2022.4-2023.3㸧Tayebeh Abedi 

・外国人␃学⏕㸦博士ㄢ⛬後期㸧宋 㞵❺ 

・外国人␃学⏕㸦博士ㄢ⛬後期㸧㠭 ᾰ⛅ 

・外国人␃学⏕㸦博士ㄢ⛬後期㸧LIU SU 

・外国人␃学⏕㸦⌮学◊✲⛉博士ㄢ⛬後期㸧CHEN JINGQIU 

・外国人␃学⏕㸦京㒔大学博士ㄢ⛬後期 指導委ク㸧曹 子∾ 

・外国人␃学⏕㸦京㒔大学博士ㄢ⛬前期 指導委ク㸧㝞 ⥔Ύ 

・企業◊✲⪅1名㸦㈱ダイセル㸧 

 

 

1-4-4 研究助成金の受入状況 

⢖ὠ暁⣖㸸⛉学◊✲㈝助成事業・基┙◊✲㸦C㸧「㠀コードDNAをコアとする核内構㐀体による

㌿写制御のライブほ察㥑動型数⌮◊✲」代⾲ 

⢖ὠ暁⣖㸸⛉学◊✲㈝助成事業・基┙◊✲㸦B㸧「♫会性昆⹸に学ぶ柔㌾で㡹健な⤌⧊づくりと

機⬟Ⓨ⌧の実㦂ⓗおよび⌮ㄽⓗ◊✲」分担 

⢖ὠ暁⣖㸸⛉学◊✲㈝助成事業・基┙◊✲㸦B㸧「光受容体タンパク㉁が形成する㉸分子構㐀と

シグナル伝㐩の分子動態機構のゎ明」分担 

⢖ὠ暁⣖㸸⛉学◊✲㈝助成事業・基┙◊✲㸦C㸧「ゲノム⦅㞟を利⏝した㠀コードDNAによるイ

ンスレーター機⬟のゎ析」分担 

⢖ὠ暁⣖㸸⛉学◊✲㈝助成事業・挑戦ⓗ◊✲㸦㛤拓㸧「3次元㟁子㢧微㙾像と⢒ど化モデルによ

る核内クロマチン❧体構㐀Ỵ定ἲの㛤Ⓨ」分担 

⸨井㞞史㸸Ṋ⏣⛉学振⯆㈈団 ≉定◊✲助成 「核⭷㞀害を㉳※とする⣽⬊・個体⪁化の分子機構

ゎ明と἞⒪戦␎の基┙構⠏」分担 

⸨井㞞史㸸⛉学◊✲㈝助成事業・ⱝ手◊✲「⣽⬊に学ぶ⎔境の㐪いを感▱する応⟅ネットワーク

の⥙⨶ⓗゎ析」代⾲ 

㣤㛫 信㸸⛉学◊✲㈝助成事業・基┙◊✲㸦C㸧「位┦⮬⏤度をもつはばたき⩼の摂動応⟅≉性

のゎ明」代⾲ 

㣤㛫 信㸸公┈㈈団ἲ人 セコム⛉学技⾡㐍⾜㈈団「⩚㡢をたてずに⮬在に㣕⩧する㉸小型㣕⾜

機の実⌧のための⼖の⩚ばたき㣕⩧のゎ明」分担 

㣤㛫 信㸸⛉学◊✲㈝助成事業・学⾡変㠉㡿域◊✲㸦A㸧「微⏕≀の⾜動および⎔境とのクロス

トークアルゴリズムのゎ明」代⾲ 

㣤㛫 信㸸⛉学◊✲㈝助成事業・学⾡変㠉㡿域◊✲㸦A㸧「ジオラマ⎔境でぬ㓰する原⏕▱⬟を

定式化する⣽⬊⾜動力学」分担 

㣤㛫 信㸸RIMS共同◊✲㸦グループ型A㸧「⏕≀ὶ体力学と⏕≀㐠動」代⾲ 

本⏣┤樹㸸⛉学◊✲㈝助成事業・学⾡変㠉㡿域◊✲㸦B㸧⥲括⌜「あいまい⎔境に対峙する⬻・

⏕命体の情報⋓得戦␎のゎ明」分担 

本⏣┤樹㸸⛉学◊✲㈝助成事業・学⾡変㠉㡿域◊✲㸦B㸧ィ⏬⌜「新⮬⏤エネルギー原⌮の☜



Ⅵ㸫49 

❧」代⾲ 

本⏣┤樹㸸AMED ⬻とこころの◊✲推㐍プログラム㸦㡿域横断ⓗかつⴌⱆⓗ⬻◊✲プロジェク

ト㸧「光学ⓗ⭷㟁位ィ を応⏝した⚄⤒ネットワークゎ析技⾡の㛤Ⓨ」分担 

本⏣┤樹㸸AMED ⬻とこころの◊✲推㐍プログラム㸦㡿域横断ⓗかつⴌⱆⓗ⬻◊✲プロジェク

ト㸧「数⌮モデルに基づいたニューロモデュレーションによる前㢌前㔝機⬟と⮬㛢⑕

≧への効果に㛵する◊✲㛤Ⓨ」分担 

本⏣┤樹㸸AMED ⬻とこころの◊✲推㐍プログラム㸦⢭⚄・⚄⤒⑌患メカニズムゎ明プロジェ

クト㸧「⢭⚄⑌患横断ⓗなひきこもり⑓⌮における意思Ỵ定⾜動␗常とその⬻回㊰・

分子ネットワークのゎ明」分担 

本⏣┤樹㸸⛉学◊✲㈝助成事業・基┙◊✲㸦B㸧「多⣽⬊動態を司る支㓄方⛬式のデータ㥑動ⓗゎ

ㄞ」代⾲ 

本⏣┤樹㸸JST ムーンショット型◊✲㛤Ⓨ事業「⮚器㐃㛵の包括ⓗ⌮ゎに基づくㄆ▱⑕㛵㐃⑌患

の克服に向けて」分担㸦数⌮AI⌜⤫括㸧 

本⏣┤樹㸸ExCELLS㐃携◊✲「⏕体情報処⌮のデータ㥑動ⓗゎㄞと数⌮モデリング」代⾲ 

▮⏣♸一㑻㸸⛉学◊✲㈝助成事業・ⱝ手◊✲「⬤弱X⑕候⩌モデル⚄⤒⣽⬊におけるά動パター

ンの多様性とその応⏝」代⾲ 

楯 ┿一㸸⛉学◊✲㈝⿵助㔠 基┙B「メンブレンレスオルガネラの⣽⬊内構㐀ダイナミクスゎ

析技⾡の㛤Ⓨ」代⾲ 

楯 ┿一㸸⛉学◊✲㈝⿵助㔠 基┙C「㓝⣲反応のボトルネックを探る㸸反応⤒㊰サンプリング

によるィ⟬と実㦂による検ド」分担 

安⏣恭大㸸⛉学◊✲㈝助成事業・ⱝ手◊✲「⚄⤒変性⑌患にぢられる⣽⬊㉁内タンパク㉁凝㞟に

よる RNA動態制御␗常のゎ析」代⾲ 

安⏣恭大㸸「⏕命の彩」ALS◊✲助成基㔠「ALS㛵㐃タンパク㉁凝㞟を⦆和する新つ候⿵タンパ

ク㉁⩌の⑓態への㛵わりとその分子機構ゎ明」代⾲ 

安⏣恭大㸸加⸨グ念バイオサイエンス振⯆㈈団 加⸨グ念◊✲助成メディカルサイエンス分㔝 

 「ストレス㢛⢏の⣧⢋単㞳オミックスゎ析を⏝いたがん⣽⬊化学἞⒪抵抗性⋓得機構

のゎ明」代⾲ 

中⏣ ⪽㸸⛉学◊✲㈝助成事業・基┙◊✲㸦B㸧一⯡「時✵㛫Ⓨ展する⮬己㥑動体の構⠏」 

代⾲ 

中⏣ ⪽㸸⛉学◊✲㈝助成事業・基┙◊✲㸦B㸧「♫会性昆⹸の㞟団ⓗ機⬟Ⓨ⌧機構に㛵する実

㦂・⌮ㄽ・データゎ析からの⼥合◊✲」分担 

中⏣ ⪽㸸⛉学◊✲㈝助成事業・基┙◊✲㸦B㸧「⮬己㥑動体の㞟団㐠動に対する数⌮モデリング

と数⌮ゎ析」分担 

中⏣ ⪽㸸≀㉁・デバイス㡿域共同◊✲拠Ⅼ「㠀平⾮
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松尾宗征㸸⛉学◊✲㈝助成事業・挑戦ⓗ◊✲㸦ⴌⱆ㸧「⮬己増Ṫᾮ⁲による⏕命㉳※仮ㄝの⤫

合」分担 

松尾宗征㸸⮬↛⛉学◊✲機構 アストロバイオロジーセンタープロジェクト◊✲「増Ṫする┦分

㞳ᾮ⁲を応⏝したユニバーサルな⏕命㉳※の実ド」代⾲ 

山本 卓㸸JST・共創の場形成支援プログラム㸦COI-NEXT㸧「広島から世⏺最先➃のバイオエコ

ノミー♫会を実⌧するBio×Digital Transformation㸦バイオDX㸧⏘学共創拠Ⅼ」代⾲ 

山本 卓㸸JST・共創の場形成支援プログラム㸦COI-NEXT㸧スタートアップ創出/成㛗の促㐍支

援, 代⾲ 

山本 卓㸸JST・A-step本格型「日本市場に受け入れられやすいゲノム⦅㞟⫱✀ἲの㛤Ⓨ」代⾲ 

山本 卓㸸日本医⒪◊✲㛤Ⓨ機構㸦AMED㸧・医⒪◊✲㛤Ⓨ㠉新基┙創成事業㸦CiCLE㸧「NY-

ESO-1≉␗ⓗ㧗機⬟ゲノム⦅㞟T⣽⬊の〇㐀基┙技⾡の☜❧」分担 

山本 卓㸸AMED, B型⫢⅖創⸆実⏝化➼◊✲事業「㧗効⋡感染⣽⬊⣔と㛗期持⥆⫢⅖マウスモデ

ルを⏝いたHBV排㝖への創⸆◊✲」分担 

山本 卓㸸NEDO, グリーンイノベーション基㔠「光合成によるCO₂┤接利⏝を基┙とした日本

Ⓨグローバル⏘業構⠏」分担 

山本 卓㸸⛉学◊✲㈝助成事業・基┙◊✲㸦A㸧「⢾㙐応⟅B⣽⬊による⒴免␿回㑊機構のゎ明と

制御ἲの㛤Ⓨ」分担 

坂本尚昭㸸⛉学◊✲㈝助成事業・基┙◊✲㸦C㸧「ゲノム⦅㞟を利⏝した㠀コードDNAによるイ

ンスレーター機⬟のゎ析」代⾲ 

坂本尚昭㸸⛉学◊✲㈝助成事業・基┙◊✲㸦C㸧「㠀コードDNAをコアとする核内構㐀体による

㌿写制御のライブほ察㥑動型数⌮◊✲」分担 

佐久㛫哲史㸸⛉学◊✲㈝助成事業・基┙◊✲㸦C㸧「マルチクラスCRISPRによる多㔜・大つ模か

つ㧗⢭⣽なゲノム⦅㞟技⾡の㛤Ⓨ」代⾲ 

佐久㛫哲史㸸⛉学◊✲㈝助成事業・基┙◊✲㸦C㸧「マウスin vivo エピゲノム⦅㞟による↔Ⅼ性

てんかんⓎ⑕機序のゎ明」分担 

佐久㛫哲史㸸⛉学◊✲㈝助成事業・基┙◊✲㸦B㸧「オルガノイドを⏝いた⫵大⣽⬊⚄⤒内分Ἢ⒴

の分子⑓態およびⓎ⒴メカニズムのゎ明」分担 

佐久㛫哲史㸸日本医⒪◊✲㛤Ⓨ機構㸦AMED㸧・医⒪◊✲㛤Ⓨ㠉新基┙創成事業㸦CiCLE㸧「NY-

ESO-1≉␗ⓗ㧗機⬟ゲノム⦅㞟T⣽⬊の〇㐀基┙技⾡の☜❧」分担 

佐久㛫哲史㸸JST・共創の場形成支援プログラム㸦COI-NEXT㸧「広島から世⏺最先➃のバイオエ

コノミー♫会を実⌧するBio×Digital Transformation㸦バイオDX㸧⏘学共創拠Ⅼ」分担 

佐久㛫哲史㸸NIH・Vision Researchグラント「A two-pronged approach to generating novel models of 

photoreceptor degeneration for regenerative cell therapy」分担 

佐久㛫哲史㸸⌮◊-広大 ⛉学技⾡ハブ共同◊✲プログラム「植≀ヌクレオソーム再構成⣔を⏝い

たゲノム⦅㞟効⋡に㛵わるエピゲノム制御因子の探⣴」共同代⾲ 

坂本 敦㸸⛉学◊✲㈝助成事業・基┙◊✲㸦C㸧「オルガネラ動態が㥑動するアブシシン㓟の㎿㏿

⏕成機構のゎ明と⭷交㏻モデルの検ド」代⾲ 

坂本 敦㸸共同◊✲㈝「⸴㢮⏕⌮学◊✲」代⾲㸦マツダ株式会♫㸧 

坂本 敦㸸JST・共創の場形成支援プログラム㸦COI-NEXT㸧「広島から世⏺最先➃のバイオエコ

ノミー♫会を実⌧するBio×Digital Transformation㸦バイオDX㸧⏘学共創拠Ⅼ」分担 

島⏣⿱士㸸⛉学◊✲㈝助成事業・基┙◊✲㸦B㸧「二㓟化Ⅳ⣲固定化㓝⣲Rubiscoの㓟化失ά・分

ゎの⏕⌮⏕態学ⓗ意⩏の再定⩏」代⾲ 
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島⏣⿱士㸸⛉学◊✲㈝助成事業・挑戦ⓗ◊✲㸦ⴌⱆ㸧「光合成を標ⓗとしたケミカルバイオロジ

ーによる植≀成㛗促㐍剤の㛤Ⓨ◊✲」代⾲ 

島⏣⿱士㸸共同◊✲㈝「光合成ά性促㐍技⾡の◊✲」代⾲㸦太平㟁業株式会♫㸧 

㧗橋⨾佐㸸⛉学◊✲㈝助成事業・基┙◊✲㸦C㸧「二㓟化❅⣲による㌿写制御因子の⩻ヂ後修㣭を

介した植≀成㛗制御機構のゎ明」代⾲ 

岡㷂久⨾子㸸共同◊✲㈝「⸴㢮⏕⌮学◊✲」分担㸦マツダ株式会♫㸧 

ΎỈ┤Ⓩ㸸⛉学◊✲㈝助成事業・ⱝ手◊✲「MRE11の新機⬟に╔┠したMRNの動ⓗ構㐀ゎ析」

代⾲  

ΎỈ┤Ⓩ㸸公┈㈈団ἲ人 放射⥺影㡪協会・◊✲奨励助成「放射⥺がㄏⓎするDNA二本㙐切断の修

復中㛫体ゎᾘ機構のゎ明」代⾲ 

ὠ⏣㞞㈗㸸公┈㈈団ἲ人 コーセーコスメトロジー◊✲㈈団・コスメトロジー◊✲助成「新つ変␗

ホ価システムを⏝いた㛗Ἴ㛗の⣸外⥺(UVA)による✺↛変␗ㄏⓎ機構のゎ明」代⾲ 

ὠ⏣㞞㈗㸸土㇂グ念医学振⯆基㔠・助成㔠「㔜⢏子⥺἞⒪の効果向上を┠指した⭘⒆⛣植モデルに

基づくゲノム損傷修復機構のゎ明」代⾲ 

ὠ⏣㞞㈗㸸公┈㈈団ἲ人 小柳㈈団・◊✲助成「⓶⭵がん予㜵ἲ☜❧に向けた新つ変␗ホ価システ

ムを㥑使した✺↛変␗ㄏⓎ機構のゎ明」代⾲ 

ὠ⏣㞞㈗㸸公┈㈈団ἲ人 アサヒグループ学⾡振⯆㈈団・学⾡◊✲助成「アルコール代ㅰによって

ㄏⓎするDNA-タンパク㉁」合体のゎẘ機構のゎ明」代⾲ 

ὠ⏣㞞㈗㸸公┈㈈団ἲ人 ライフサイエンス振⯆㈈団・◊✲㛤Ⓨ助成「TDPを標ⓗとしたがん἞⒪

ἲの㛤Ⓨを┠指した新つゲノム修復機構のゎ明」代⾲ 

ὠ⏣㞞㈗㸸公┈㈈団ἲ人 不二たんⓑ振⯆㈈団・◊✲助成㸦ⱝ手◊✲⪅枠㸧「大㇋イソフラボンによ

る乳がん卵巣がん予㜵機構のゎ明」代⾲ 

ὠ⏣㞞㈗㸸㧗橋⏘業⤒῭◊✲㈈団・◊✲助成「ウニおよびカエルの初期Ⓨ⏕に及ぼす放射性≀㉁ở

染の影㡪ホ価」代⾲ 

ὠ⏣㞞㈗㸸のぞみH基㔠・がん医⒪◊✲推㐍助成「TDPを標ⓗとした新つがん἞⒪ἲ☜❧に向け

た、ブレオマイシン⪏性機構のゎ明」代⾲ 

ὠ⏣㞞㈗㸸一⯡㈈団ἲ人 リディアオリリーグ念ピアス⓶⭵⛉学振⯆㈈団・公募ㄢ㢟◊✲助成「⓶

⭵がん予㜵を可⬟にする新つ変␗ホ価システムを⏝いた✺↛変␗ㄏⓎ機構のゎ明」代⾲ 

ὠ⏣㞞㈗㸸⛉学◊✲㈝助成事業・国㝿共同◊✲加㏿基㔠「㠉新ⓗガン἞⒪に向けた㑇伝子シナジ

ーゎ明のための国㝿共同◊✲ネットワーク」分担 

ὠ⏣㞞㈗㸸⛉学◊✲㈝助成事業・基┙◊✲(C)「放射⥺㢮似作⏝≀㉁がㄏⓎするDNA二本㙐切断

の新つな修復機構」代⾲ 

 

 

1-4-5 学界ならびに社会での活動 

⢖ὠ暁⣖㸸≀性◊✲地方⦅㞟委員 

⢖ὠ暁⣖㸸定㔞⏕≀学の会➨10回年会㸸企⏬・㐠営委員 

⸨井㞞史㸸定㔞⏕≀学の会➨10回年会㸸企⏬・㐠営委員 

㣤㛫 信㸸エアロ・アクアバイオメカニズム学会 幹事 

㣤㛫 信㸸日本ὶ体力学会中四国九州支㒊会 幹事 

㣤㛫 信㸸日本ὶ体力学会 ⌮事 

㣤㛫 信㸸Journal of the Physical Society of Japan ⦅㞟委員 
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㣤㛫 信㸸Hiroshima Mathematical Journal ⦅㞟委員 

本⏣┤樹㸸京㒔大学⏕命⛉学・≉命教授 

本⏣┤樹㸸⏕命創成探✲センター・客員教授 

本⏣┤樹㸸名古屋大学⌮学◊✲⛉・客員教授 

本⏣┤樹㸸Frontier in Physiology ㄅ Guest Editor  

本⏣┤樹㸸定㔞⏕≀学の会➨10回年会㸸企⏬・㐠営委員 

⸨原好恒㸸日本☢Ẽ⛉学会 ⌮事 

⸨原好恒㸸➨15回日本☢Ẽ⛉学会年会 実⾜委員 

中⏣ ⪽㸸Gordon Research Conference, “Oscillations and Dynamic Instabilities in Chemical Systems”, 

Chair 

中⏣ ⪽㸸北方Ẹ族大学 客員教授 

中⏣ ⪽㸸コロイドおよび⏺㠃化学ウㄽ会 実⾜委員 

中⏣ ⪽㸸す日本㠀⥺形⛉学◊✲会 世ヰ人 

山本 卓㸸日本ゲノム⦅㞟学会, 副会㛗 

山本 卓㸸日本学⾡会㆟, 㐃携会員 

山本 卓㸸日本学⾡会㆟, 㑇伝学分⛉会・幹事 

山本 卓㸸バイオDX推㐍機構, 代⾲⌮事 

山本 卓㸸広島バイオテクノロジー推㐍協㆟会, ⌮事 

山本 卓㸸Mary Ann Liebert 出∧・CRISPR Journal ㄅ Editorial Board Member㸦2017 年㹼㸧 

山本 卓㸸Elsevier 出∧・Gene and Genome Editing ㄅ Executive Editor㸦2021 年㹼㸧 

山本 卓㸸ナショナルバイオリソース事業ネッタイツメガエル㐠営委員会委員 

山本 卓㸸⇃本大学⏕命㈨※◊✲・教⫱センター客員教授 

山本 卓㸸㫽取大学染Ⰽ体工学センター客員教授 

山本 卓㸸東京医⛉ṑ⛉大学㠀常勤ㅮ師 

山本 卓㸸山口大学医学㒊㠀常勤ㅮ師 

坂本尚昭㸸日本ゲノム⦅㞟学会, 会ィ幹事 

坂本尚昭㸸日本ゲノム⦅㞟学会, 広報委員 

佐久㛫哲史㸸Nature Publishing Group・Scientific Reportsㄅ Editorial Board Member 

佐久㛫哲史㸸MDPI・Cellsㄅ Editorial Board Member 

佐久㛫哲史㸸MDPI・Cellsㄅ Special Issue Editor  

佐久㛫哲史㸸文㒊⛉学┬ ⛉学技⾡・学⾡政⟇◊✲所 ⛉学技⾡予 センター  

⛉学技⾡専㛛家ネットワーク 専㛛ㄪ査員 

佐久㛫哲史㸸日本ゲノム⦅㞟学会 ➨8回大会 ‽備委員 

佐久㛫哲史㸸日本ゲノム⦅㞟学会, ⌮事 

佐久㛫哲史㸸日本ゲノム⦅㞟学会, 教⫱実⩦委員㛗 

佐久㛫哲史㸸日本ゲノム⦅㞟学会 ➨8回ゲノム⦅㞟ㅮ⩦会 ㅮ師 

中坪(光Ọ)敬子㸸日本動≀学会➨11期⏨女共同参⏬委員会, 委員 

坂本 敦㸸国❧◊✲㛤Ⓨἲ人㎰業・㣗品⏘業技⾡⥲合◊✲機構 ⏕≀⣔≉定⏘業技⾡◊✲支援セン

ター,「オープンイノベーション◊✲・実⏝化推㐍事業」ホ㆟委員  

ὠ⏣㞞㈗㸸放射⥺医学⥲合◊✲所共同利⏝◊✲員 
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○⏘学官㐃携実⦼ 

㠀⥺形数⌮学◊✲グループ 

・ ⌮化学◊✲所広島大学共同◊✲拠Ⅼにおける, ⌮化学◊✲所ほかとの共同◊✲推㐍⮬己⤌⧊化

学グループ 

データ㥑動⏕≀学◊✲グループ 

・ トヨタ⮬動㌴-京㒔大学におけるモビリティ基┙数⌮との共同◊✲推㐍 

⮬己⤌⧊化学グループ 

・ 中⏣ ⪽, ㈱㈨⏕堂との共同◊✲ 

分子㑇伝学◊✲グループ 

・ 山本 卓, ㈱マツダ㸸次世代バイオ⇞料のための⸴㢮でのゲノム⦅㞟技⾡㛤Ⓨ 

・ 山本 卓, ㈱凸∧印刷㸸ゲノム⦅㞟の効⋡化に㛵するシステム構⠏ 

・ 山本 卓, ㈱小林〇⸆㸸ゲノム⦅㞟技⾡に㛵する◊✲ 

・ 山本 卓・坂本尚昭, リージョナルフィッシュ㈱㸸ゲノム⦅㞟を⏝いたᾏ⏘⏕≀での㑇伝子改変

技⾡の㛤Ⓨ 

・ 山本 卓・栗⏣朋和, ㈱ダイセル㸸ゲノム⦅㞟技⾡に㛵する◊✲ 

・ 山本 卓・佐久㛫哲史, ㈱VC Gene Therapy㸸ゲノム⦅㞟を⏝いた㑇伝子἞⒪技⾡の㛤Ⓨ 

・ 坂本尚昭・山本 卓, ㈱FOOD & LIFE COMPANIES㸸ウニの品✀改Ⰻ㸦⫱✀㸧に㛵する◊✲ 

・ 佐久㛫哲史, 住友化学㈱㸸ゲノム⦅㞟技⾡に㛵する◊✲ 

分子形㉁Ⓨ⌧学 

・ 坂本 敦, 岡崎久⨾子㸸次世代⮬動㌴エネルギー共同◊✲ㅮ座・⸴㢮エネルギー創成◊✲室を⥅

⥆㸦マツダ株式会♫との共同◊✲ㅮ座㸧 

 

 

1-5 その他特記事項 

大す 勇㸸Youtubeにてㅮ⩏の様子を公㛤 

 https://www.youtube.com/channel/UCjSunsEjBrfkZP0IdXW62EA 

大す 勇㸸ㅮ⩏内容の一㒊をnoteサイトに保存㸪いずれ書⡠化の予定 

山下博士, 㣤㛫 信㸸日本ὶ体力学会「ὀ┠◊✲in2022」㑅出および学会ㄅ「ながれ」㸦2022DEC.

➨41巻No.6㸧⾲⣬⏝写┿の提供 

⸨原好恒㸸広島大学⥲合博≀㤋のニューズレター 広島大学⥲合博≀㤋のニューズレター HUM-

HUM Vol.14・15のフォトアルバム㸾キャンパス⏝の原✏および写┿ 

⸨原好恒, ⸨原昌夫㸸広島化学同❆会松ᾆ㈹, 受㈹㢟┠㸸㧗☢Ẽ勾㓄型㉸伝導☢▼を利⏝した☢Ẽ

⛉学◊✲. 2022年5月31日 

山本  卓㸸JSPS卓㉺大学㝔プログラム「ゲノム⦅㞟先➃人材⫱成プログラム」プログラムコーデ

ィネーター 

山本  卓㸸広島大学ゲノム⦅㞟イノベーションセンター㛗 

山本 卓㸸プラチナバイオ株式会♫, CTO 

坂本尚昭㸸JSPS卓㉺大学㝔プログラム「ゲノム⦅㞟先➃人材⫱成プログラム」教⫱委員 

佐久㛫哲史㸸プラチナバイオ株式会♫, ⛉学技⾡㢳問 

佐久㛫哲史㸸広島大学の≉に優れた◊✲を⾜うⱝ手教員㸦DR㸸Distinguished Researcher㸧 
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佐久㛫哲史㸸広島大学⤌換えDNA実㦂安全委員会委員 

佐久㛫哲史㸸広島大学ゲノム⦅㞟イノベーションセンター㐠営委員会委員 

佐久㛫哲史㸸Research.com「Rising Stars of Science World Ranking 2022」国内1位 

中坪(光Ọ)敬子㸸➨20回⏨女共同参⏬学協会㐃⤡会シンポジウム, 東京大学➉⏣先➃▱ビルṊ⏣ホ

ール&オンライン㛤催, 2022年10月8日,「広島大学の女性ά㌍促㐍の取⤌」ポスターⓎ⾲ 

坂本 敦㸸広島大学⮬↛⛉学◊✲支援㛤Ⓨセンター⥲合実㦂支援・◊✲㒊㛛会㆟委員 

 

○≉チ取得 

山本 卓, 佐久㛫哲史㸸国内取得2件, 外国取得3件 

 

○≉チ出㢪 

⸨原好恒, 㔪⏣ 光㸸国内≉チ, ≉チ➨7187014号, Ⓨ明の名⛠㸸㯜⳦を⏝いた⢾化㓝⣲および 

タンパク㉁分ゎ㓝⣲の⏕⏘方ἲ, 出㢪␒号㸸≉㈾　
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